
１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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 編集後記

　元岩手県知事の増田氏を座長とする日本創成会議が、５月に公表した「消滅可能性都市」の推

計と人口減への対策を呼びかけた提言は、各所に波紋を投じている。人口の再生産力を示す指標

として20～30代の「若年人口女性」に着目し、その人口が2010年から2040年の間に半減する自治

体を「消滅可能性都市」と定義した提言は、人口減少問題を身近な論点に引き寄せた効果は確か

に大きい。

　同時に、人口減少に伴い労働力人口を確保するという観点から、女性就労の推進も積極的にう

たわれている。かつては、仕事か、子育てかという二者択一の選択を迫られていた若年女性がこ

れからは、仕事も、子育てもという社会の期待を双肩に担う時代に突入しそうである。ただその

対策の例に、20歳代の結婚（有配偶率の向上）が目標値として掲げられているのは気にかかる。

個人の生き方にも関わるデリケートなテーマだけに、結婚や出産に関わる多様な「結果」も受け

入れる共生社会の観点が見失われないことを切に願う。　　　　　　　　　　　  （谷本有美子）

巻頭言
　まもなく今年度の最低賃金審議会が開催される時期を迎えた。最低賃金は、すべての

働く者の賃金の最低限を保障するセーフティネットとして、常用、臨時、パートタイ

マー、アルバイト、嘱託などの雇用形態や呼称にかかわらず、県内で働く者と使用者に

適用される。現時点の神奈川県最低賃金は、時給８６８円であるが、この水準は年収に

換算すると１７７万円程度であり、　いわゆる年収２００万円以下のワーキングプアに

該当することをご存じだろうか。

　時給を年収に換算する場合、色々な計算方法があるが、労働局が事例で示す場合にも

とづくと、時給×８時間（１日の労働時間）×２５５日（年間所定労働日数）となり、前述

の年収額となる。蛇足だが、神奈川県においては、実労働時間は１５５日であるなどを

理由に憲法・最低賃金法違反であるとの裁判が継続中である。

　では、ワーキングプアを解消する時給水準はいくらかというと、同じ計算方式で算出

すると時給１０００円で、やっと年収２０４万円になるのである。神奈川県の最低賃金

水準とワーキングプアとの関係性について、以外と理解・認識されている方は少ないの

ではないかと感じている。

　私は神奈川県最低賃金審議会委員として、昨年の最低賃金審議会で使用者側との審議

を経験したが、使用者側は支払い能力を理由に、最低賃金の引き上げに極めて慎重であ

る。中小企業の経営実態を背景としたものであるが、アルバイトの求人広告では時給１

０００円は標準になりつつあるし、東京では時給１２００円の水準も出てきている。顕

在化している人手不足を背景に、求人ベースの時給は上昇傾向が続くものと思われる。

　アルバイトの求人が１０００円で、その企業に勤めている社員の時給が最低賃金に張

付いているという現象に、「傷んだ雇用と労働条件」の一端を感じるのは私だけではないと

思う。

　いまやワーキングプアは１０００万人を超えている状況であり、最低賃金を１０００

円に引き上げて、早期にワーキングプアを解消する必要がある。

　雇用戦略対話（２０１０年６月３日）では、政労使合意事項として「２０２０年までに景

気状況に配慮しつつ、全国平均１０００円をめざす」としており、このことへの道筋づく

りが必要だ。

　２０１４春闘において、５月９日連合が発表した第 6 回回答集計状況については、す

でにご案内のとおりであると思うが、約３割の組合が交渉を継続している状況である。

最低賃金の取り組みで補完していくことにより、底上げ実現をサポートしていきたい。
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１．国と横浜市の少子化対策、保育政策の経緯 

 

（1）エンゼルプランと 

保育の措置から契約へ 

 1994（H6）年 12 月、国は少子化対策とし

て、「今後の子育て支援のための施策の基本

的方向について」（エンゼルプラン）を厚生

省、文部省、労働省、建設省（当時）の 4 省

合意により制定した。1989（H 元）年の合計

特殊出生率が「1.57」となり、出生率の低下

が明らかになったことから「1.57 ショック」

と呼ばれているが、これを契機に少子化対策

を本格的にすすめることになり、子どもを産

み育てやすい環境作りについての政策の検討

が始められた。その結果、まとめられたもの

が「エンゼルプラン」であり、1999（H11）

年度を目標年次として、保育環境の整備など

が進められることとなった。 

  また、1998（H10）年 4 月には、児童福祉

法の改正が行われ、保育所への入所方式がこ

れまでの措置制度から利用者による選択利用

方式に転換されることになった。これは、社

会福祉構造改革の先取りともいわれ、福祉の

対象者は増加・多様化してきておりそれへの

対応として、行政が一方的な「措置」を行う

のではなく、利用者による選択制に改めたの

である。同時に、保育所の「保母」の名称を

「保育士」に改めることとし、男女共通の名

称となった。 

 1999（H11）年 12 月には、少子化対策推

進関係閣僚会議で「少子化対策推進基本方

針」が決定され、この方針に基づく具体的な

実施計画として「新エンゼルプラン」を策定

した。これはエンゼルプランを承継するもの

で、大蔵、文部、厚生、労働、建設、自治の

６大臣の合意による計画として、 2000

（H12）年度から 2004（H16）年度までの５

か年の実施計画であった。最終年度に達成す

べき目標値の項目には、これまでの保育関係

だけでなく、雇用、母子保健、相談、教育等

の事業も加えた幅広い内容となっていた。 

  一方、横浜市では、国に従い 1997（H9）

年には待機児童対策を明確に打ち出した。そ

のための新しい施策として、横浜保育室と幼

稚園の預かり保育を実施することとなった。

横浜保育室は、3 歳未満児の保育ニーズが高

まり、認可保育所だけでは入所希望者の期待

に応じきれないため、認可外保育施設のうち

横浜市独自に定める施設基準や保育水準を満

たす事業所について、横浜市の認める保育施

設として認定する制度である。横浜市独自の

制度として保護者の経済的負担を少なくする

ための助成金を出すとともに、一定の保育水

準を保つ制度となっている。 

 

横浜市のこども子育て政策の推移と課題 

神奈川県地方自治研究センター理事長 上林 得郎 

横浜市のこども子育て政策の推移と課題　1



 �

 同時にこの年から、⚾❧幼稚園の預かり保

育ࣔࢹル事業を㛤始した。これは、⚾❧幼稚

園の正つの教育時㛫のに、᪩ᮅと༗後の教

育時㛫終後に預かり保育を行い、11 時㛫

保育を行うものである。ま５ࡎ園のࣔࢹルか

らࢱࢫーࢺして、保護者の育児支援になって

いるという文部省の実ド結果も出され、2000

（H12）年度からは本格的実施となってい

る。また、後のヰになるが、2007（H19）年

にはᏛᰯ教育法の改正により「預かり保育」

が法ᚊୖ置づけられるようになった先進的

事であった。 

 そして、国のエンゼルプランに対応して、

1998（H10）年 1 月には、横浜∧エンゼルプ

ランともいうべき計画として「子育てがᴦし

いまち横浜プラン」を策定した。この計画に

あたっては「子育てがᴦしいまち横浜ጤဨ

会」が設置され、このጤဨ会のᥦをཷけ横

浜こども子育て࣏ࢧーࢺ事業などが 2000 年

௨㝆実施に⛣されていった。 

 1994 年௨㝆の国と横浜市の子育て政策の

推⛣をぢたのがᅗ⾲㸯であり、このὶれにし

たがって経㐣を㏣っていきたい。 

  

図表１

1994(H 6)年12月 「エンゼルプラン」策定 1997(H9)年 横浜保育室(認可外施設)を創設

幼稚園の預かり保育モデル事業開始

1998(H10)年 4月
児童福祉法改正。措置から選択（契約）
へ、保母から保育士へ

1998(H10)年1月 「子育てが楽しいまち横浜プラン」策定

1999(H11)年12月 「新エンゼルプラン」策定 2000(12)年4月 横浜型幼稚園預かり保育、本格実施

2000(H12)年 3月 保育所設置主体の制限撤廃

2001(H13)年 ７月 待機児童ゼロ作戦

2002(H14)年 9月 「少子化対策プラスワン」策定 2002(H14)年1月 区役所に福祉保健センター設置

2003(H15)年 3月
「次世代育成支援に関する当面の取組方
針」決定

2003(H15)年4月 子育て支援事業本部発足

　　　〃　　　7月 次世代育成支援対策推進法成立

　　　〃　　　7月 少子化社会対策基本法成立 2004(H16)年4月 区役所に保育担当係長設置

市立保育所の区役所への移管

2004(H16)年12月 「子ども・子育て応援プラン」策定

2005(H17)年4月 「かがやけ横浜こどもプラン」策定

2006(H18)年 6月 就学前児童保育等推進法成立 2006(H18)年4月 こども青少年局発足

2007(H19)年12月
「こどもと家族を応援する日本」重点政策
決定

2007(H19)年
横浜型幼稚園預かり保育が、学校教育法の改正
により法律上の制度としていちづけら䜜た

2008(H20)年 2月 新待機児童ゼロ作戦

2009(H21)年 2月
次世代育成支援のための新たな制度体
系の設計に向けて

2009(H21)年4月
福祉保健センターの機構再編。こども家庭支援
課の設置

2009(H21)年10月 保育所待機児童解消プロジェクト発足

2010(H22)年3月 同プロジェクト報告書

2010(H22)年 2月
「子ども・子育てビジョン」閣議決定。こども
子育て新システム検討会議の設置

2010(H22)年4月
緊急保育対策担当(部長)を設置。区政推進課に
緊急保育対策担当係長（こども青少年局兼務）を
配置(8区)

2010～2011年 保育所整備マッチング事業

2010(H22)年6月
「かがやけ横浜こども青少年プラン後期計画」策
定

2010(H22)年9月 NPO型家庭的保育事業発足

2011年2～6月 区に保育コンシェルジュ配置（3→18区）

2012(H24)年 3月
こども子育て新システムの基本制度を閣
議決定

2011(H23)年4月 全区に緊急保育担当係長（兼務係長）配置

2012(H24)年 8月 こども・子育て3法成立

2013(H25)年 4月 待機児童解消加速化プラン 2013(H25)年4月 待機児童ゼロ達成

国の施策 横浜市の施策

国と横浜市の少子化対策・こども子育て支援政策推移
　　図表１ 国と横浜市の少子化対策・こども子育て支援政策推移

1994(H 6)年12月 「エンゼルプラン」策定 1997(H9)年 横浜保育室(認可外施設)を創設

幼稚園の預かり保育モデル事業開始

1998(H10)年 4月
児童福祉法改正。措置から選択（契
約）へ、保母から保育士へ

1998(H10)年1月 「子育てが楽しいまち横浜プラン」策定

1999(H11)年12月 「新エンゼルプラン」策定 2000(H12)年4月 横浜型幼稚園預かり保育、本格実施

2000(H12)年 3月 保育所設置主体の制限撤廃

2001(H13)年 ７月 待機児童ゼロ作戦

2002(H14)年 9月 「少子化対策プラスワン」策定 2002(H14)年1月 区役所に福祉保健センター設置

2003(H15)年 3月
「次世代育成支援に関する当面の取
組方針」決定

2003(H15)年4月 子育て支援事業本部発足

　　　〃　　　7月 次世代育成支援対策推進法成立

　　　〃　　　7月 少子化社会対策基本法成立 2004(H16)年4月 区役所に保育担当係長設置

市立保育所の区役所への移管

2004(H16)年12月 「子ども・子育て応援プラン」策定

2005(H17)年4月 「かがやけ横浜こどもプラン」策定

2006(H18)年 6月 就学前児童保育等推進法成立 2006(H18)年4月 こども青少年局発足

2007(H19)年12月
「子どもと家族を応援する日本」重点
政策決定

2007(H19)年
横浜型幼稚園預かり保育が、学校教育法
の改正により法律上の制度としていちづけ

2008(H20)年 2月 新待機児童ゼロ作戦

2009(H21)年 2月
次世代育成支援のための新たな制
度体系の設計に向けて

2009(H21)年4月
福祉保健センターの機構再編。こども家庭
支援課の設置

2009(H21)年10月 保育所待機児童解消プロジェクト発足

2010(H22)年3月 同プロジェクト報告書

2010(H22)年 2月
「子ども・子育てビジョン」閣議決定。
子ども子育て新システム検討会議の
設置

2010(H22)年4月
緊急保育対策担当(部長)を設置。区政推進
課に緊急保育対策担当係長（こども青少年
局兼務）を配置(8区)

2010～2011年 保育所整備マッチング事業

2010(H22)年6月
「かがやけ横浜こども青少年プラン後期計
画」策定

2010(H22)年9月 NPO型家庭的保育事業発足

2011年2～6月 区に保育コンシェルジュ配置（3→18区）

2012(H24)年 3月
子ども子育て新システムの基本制度
を閣議決定

2011(H23)年4月
全区に緊急保育対策担当係長（兼務係長）
配置

2012(H24)年 8月 子ども・子育て関連3法成立

2013(H25)年 4月 待機児童解消加速化プラン 2013(H25)年4月 待機児童ゼロ達成

国の施策 横浜市の施策

2　自治研かながわ月報 2014年6月号（No.147）

※出所：『平成 25年版少子化社会対策白書』、横浜市政策局政策課『調査季報』No.172（2013 年 3月）及びNo.173（2013 年 11 月）等をもとに上林作成
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（�）ᚅᶵඣ❺ゼࣟసᡓと 

ḟୡ௦育ᡂᨭ策 

   国は、待機児童のゎᾘ等のㄢ㢟に対して

ᆅᇦの実に応じた取⤌みを容᫆にするほⅬ

も㋃まえ、2000（H12）年 3 月、保育所の設

置体制㝈を᧔ᗫし、保育所設置にあたって

㈨産保᭷のせ௳を⦆するとともに、最低定

ဨのᘬ下ࡆを行った。これまで自治体や社会

福祉法ேだけに㝈られていた保育所の設置・

㐠Ⴀを、業などᰴ式会社やẸ㛫のᅋ体でも

一定の基準を満たࡏば保育所を設置・㐠Ⴀす

ることが可⬟になった。 

  2001（H13）年㸵月には、「待機児童ゼࣟ

作ᡓ」を厚生労働省が策定した。これは、

事と子育ての୧❧支援の一環として、ᆅᇦの

保育㟂せに的確に応えた保育ࢧーࢫࣅのᥦ౪

が行われるよう取り⤌ࡴため、保育所の

に、ᐙᗞ的保育（保育࣐࣐）、自治体༢独施

策、幼稚園預かり保育等をά用し、2002

（ H14 ）年度୰に５ே、さらに 2004

（H16）年度までに 10 ே、計 15 ேのཷ

入児童ᩘの増をᅗり、待機児童のῶ少を目ᣦ

す取⤌み策を┒り㎸ࢇでいた。 

  2002（H14）年 9 月になると、もう一ẁの

少子化対策を推進するために、「少子化対策

プラ࣡ࢫン」を厚生労働省が❧した。「子

育てと事の୧❧支援」が୰ᚰであった従๓

の対策に加え、「男ᛶをྵめた働き方のぢ┤

し」「ᆅᇦにおける子育て支援」「社会保㞀

における次ୡ௦支援」「子どもの社会ᛶの向

ୖや自❧のಁ進」などを㏣加している。 

 2003（H15）年 3 月には、「次ୡ௦育成支

援に関する当㠃の取⤌方針」を策定した。こ

れは、従᮶の取り⤌みに加え、もう一ẁの取

り⤌みとして厚生労働省が❧し、待機児童

の多い市⏫ᮧに保育計画の策定を⩏ົ化した

ものであった。そしてこの年の 7 月には、 

「次ୡ௦育成支援対策推進法」が成❧し、自

治体ཬࡧ業において 10 年㛫の㞟୰的・計

画的な次ୡ௦育成の取⤌をಁ進する⩏ົづけ

を行ったのである。 

  さらに同年 7 月には、議ဨ❧法により「少

子化社会対策基本法」が成❧した。この基本

法によれば、⥲⌮大臣を会㛗とする閣僚か

らなる「少子化社会対策会議」を設置し、少

子化に対ฎするためのᣦ針としての大⥘を策

定することを政ᗓに⩏ົづけたのである。 

   2004（H16）年 12 月に、同基本法にそっ

て少子化社会対策大⥘がつくられ、これに基

づく㔜Ⅼ施策の具体的実施計画について、少

子化社会対策会議が「子ども・子育て応援プ

ラン」を決定した。これは新エンゼルプラン

を承継・Ⓨᒎし、少子化のὶれをኚえるため

の㔜Ⅼ施策の具体的実施計画として制定した

もので、「事とᐙᗞの୧❧支援と働き方の

ぢ┤し」「子育ての新たな支え合いと㐃ᖏ」

などの⌮ᛕとともに、ᆅᇦ子育て支援ࢭンࢱ

ーを合わࡏて国 6�000 か所つくる目標など

がᥖࡆられていた。 

 横浜市では、༊ᙺ所を市Ẹࢧーࢫࣅᥦ౪の

ᣐⅬとして機⬟ᙉ化する機構づくりが行われ

てきていたが、2002（H14）年 1 月から༊ᙺ

所に福祉保健ࢭンࢱーが設置されることにな

った。福祉・保健に関する相談からࢧーࢫࣅ

ᥦ౪までを一体的に対応できるようにするた

め、これまでの༊福祉部（福祉事ົ所）と保

健所が⤌⧊的に⤫合されたのである。この福

祉保健ࢭンࢱーには「ࢧーࢫࣅㄢ」がつくら

れ、高㱋者・㞀がい者・こども・保護のそれ

れの対象者ูに「担当係」が置かれたのでࡒ

ある。 

 ⩣年 2003（H15）年 4 月に市ᙺ所の大幅な

機構改革が行われ、㔜せかつ⥭ᛴな行政ㄢ㢟

をゎ決するために横浜ᆺ事業本部というべき

⤌⧊が作られた。国の待機児童ゼࣟ作ᡓにあ

わࡏたかたちでつくられたのが「子育て支援

事業本部」である。事業本部制はこのか

「横浜プࣟࣔーション推進事業本部」と⩣年

横浜市のこども子育て政策の推移と課題　3
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から「市Ẹ༠働事業推進本部」が設置され

た。いࡎれも㸱年㛫の時㝈的⤌⧊であり、特

定の行政ㄢ㢟についてᒁ㛗と同等のᶒ㝈をᣢ

つ本部㛗の下に、部㛗を置かないࣇラッࢺの

⤌⧊で意ᛮ決定を行い、所⟶事項に㎿㏿に対

応できるようにしたものである。 

 2004（H16）年 4 月には、ྛ༊ᙺ所に༊

㛗が置かれることになり、福祉保健ࢭンࢱー

には保育担当係㛗が㓄置され、市❧保育所㹼

福祉ᒁから༊ᙺ所へ⛣⟶するなど༊へのศᶒ

化が進められていった。  

 新設された子育て支援事業本部は、Ⓨ㊊時

の待機児童ᩘは 1�123 ேであり、2003 年度か

ら 2005 年までの㸱年㛫で保育所の定ဨを大

幅に増加さࡏる計画をたてた。認可保育所の

新設だけでなく、横浜保育室と幼稚園の預か

り保育の増加もあわࡏて行い、多ᩘの保育施

設をຠ率的・ຠ果的に整備するため多様な整

備ᡭ法に取り⤌ࢇでいった。その結果、事業

本部がゎᩓした 2006 年 4 月には、保育所ᩘ

が 110 所、定ဨ増は࢝ 8�011 ேで当ึの目標

を大きくୖᅇった。しかし、待機児童ᩘは

770 ேῶ少したものの、353 ேが待機児童と

してṧる結果であった（ᅗ⾲㸰）。 

 「保育所の整備が新たな保育㟂せをႏ㉳

し、保育所を整備しても整備しても待機児童

がῶらない」といういたちࡈっこのような≧

ែだとཷけṆめられていた（ὀ 1）。 

 横浜市では、2003 年に成❧した次ୡ௦育

成支援法に基づく行ື計画づくりが⩏ົづけ

られたのをཷけ、行ື計画づくりが進められ

た。子育て୰の市Ẹに対するニーズㄪᰝと検

討ጤဨ会によるᑂ議が行われ、2005（H17）

年 4 月には「かがやけ横浜こどもプラン」が

この行ື計画としてⓎ⾲された。この計画

は、横浜市にとって⥲合的な子育て支援施策

の出ⓎⅬであり、５年後に達成すべき目標が

明確にされていた。  

 

（�）ㄆᐃࡶࡇᅬのⓎ㊊、 

᪂࠸ࡋ少子化対策 

  国は 2006（H18）年 6 月に、「ᑵᏛ๓の子

どもに関する教育、保育等の⥲合的なᥦ౪の

推進に関する法ᚊ」（␎称・ᑵᏛ๓児童保育

等推進法。後に改正され「認定こども園法」

と␎称されることになった）を成❧さࡏ、子

どもに対する教育ཬࡧ保育୪ࡧに保護者に対

する子育て支援の⥲合的なᥦ౪を推進するた

めの措置をㅮじるものとした。具体的には、

幼稚園と保育所を一体として幼児教育・保育

をᥦ౪する機⬟とᆅᇦにおける子育て支援を

行う機⬟を備えた「認定こども園」を設す

ることになった。認定こども園は、幼保㐃ᦠ

ᆺ、幼稚園ᆺ、保育所ᆺ、ᆅᇦ㔞ᆺの 4 ✀

㢮の幼児教育と保育を一体化した施設の設置

が認められるようになった。 

  また、同年６月には少子化社会対策会議に

おいて「新しい少子化対策について」が決定

された。ここでは、すべての子育てᐙᗞを支

援するというどⅬをもち、子どもの成㛗に応

じて子育て支援のニーズがኚ化することに対

応して、ዷፎ・出産から高ᰯ・大Ꮫ生期に⮳

るまでの年㱋進行ࡈとの子育て支援策をᥖࡆ

ていた。 

  さらに 2007（H19）年 12 月には、少子化

社会対策会議において、「こどもとᐙ᪘を応

援する᪥本」㔜Ⅼ政策がまとめられ、「働き

方のぢ┤しによる事と生άのㄪ（࣡ー

ク・ラࣂ・ࣇランࢫ）の実⌧」とともに、

その社会的基┙となる「ໟᣓ的な次ୡ௦育成

支援のᯟ⤌みの構⠏」を同時୪行的に取り⤌

 。でいくことがᚲせだとされていたࢇ

 ⩣年の 2008（H20）年 2 月には、๓㏙の㔜

Ⅼ政策をཷけ、新待機児童ゼࣟ作ᡓを打ち出

した。今後 3 年㛫を㞟୰㔜Ⅼ期㛫とし、取⤌

を進めることを目標にして厚生労働省が作成

したものであり、「希望するすべてのேがᏳ

ᚰして子どもを預けて働くことができる社会
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を目ᣦして」と㢟がつけられていた。ここ

でも、こどもの育成に社会体で取り⤌ࡴた

め、待機児童ゎᾘをはじめとして保育政策を

㉁・㔞とも実・ᙉ化する方針が打ち出され

たのであった。 

 横浜市では、2006（H18）年 4 月に㸱年㛫

㝈定の子育て支援事業本部がゎᩓし、ᒁが新

たに⦅成された。子育て支援事業本部の機

⬟をᘬき継ࡄとともに、福祉ᒁにあった保育

所㐠Ⴀの機⬟や、市Ẹᒁにあった㟷少年対策

を一つのᒁにまとめて「こども㟷少年ᒁ」が

新しくⓎ㊊した。福祉ᒁは、⾨生ᒁがᣢって

いたᆅᇦ་⒪や生ά⾨生の機⬟をేࡏᣢち、

健ᗣ福祉ᒁとなった。 

  2009（H21）年 4 月には、ᆅᇦの多ᙬなά

ືを支えるため、༊ᙺ所の福祉保健ࢭンࢱー

の機構⦅がおこなわれた。これまでの「ࢧ

ーࢫࣅㄢ」を「こどもᐙᗞ支援ㄢ」「高㱋・

㞀ᐖ支援ㄢ」「保護ㄢ」へ⦅し、対象者ู

に相談からࢧーࢫࣅᥦ౪までの一本化をᅗっ

たのである。 

  この㛫、保育所の定ဨは、2006 年度に 950

ே、2007 年度 1�638 ே、2008 年度 1�289 ே、

2009 年度 1�424 ேとẖ年増加さࡏていたが、

⏦㎸者の増加に㏣いつかࡎ、待機児童ᩘは

2006 年度の 353 ேから 2010 年 4 月には

1�552 ேにまで増加を⥆けてきた。 

 

（�）国の政ᶒ௦と 

横浜市長௦ᚋのኚ化 

 2009 年 8 月の⥲選ᣲの結果により自Ẹඪ

政ᶒからẸඪ政ᶒに௦した。また、୰⏣

ᏹ市㛗の✺↛の㎡௵をཷけて、この⥲選ᣲと

同時に横浜市㛗選ᣲが行われ、ᯘ文子新市㛗

がㄌ生した。その後、こども子育て政策は大

きなኚ化をぢることになった。 

 政ᶒ௦の๓の 2009 年 1 月に、少子化社

会対策会議の決定をཷけ内閣ᗓに「ゼࣟから
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⪃える少子化対策プ࢙ࣟࢪクࢳࢺー࣒」を❧

ちୖࡆ、同年 6 月にはこのプ࢙ࣟࢪクࢺから

のᥦゝ「みࢇなの少子化対策」がまとめられ

ていた。 

 自බ内閣からẸඪ内閣に政ᶒ௦後、

2009（H11）年 10 月に内閣ᗓの少子化対策

担当の政ົ୕ᙺで構成する「子ども・子育て

を「࣒ーࢳࢢン࢟ョン（௬称）検討࣡ーࢪࣅ

❧ちୖࡆ、Ꮫ㆑者をはじめ自治体など関係者

からのࣜࣄンࢢを㔜2010、ࡡ（H22）年 1

月に「子ども・子育てࢪࣅョン」を新たな少

子化社会対策大⥘として制定した。これまで

の⌮ᛕを「子どもがேබ（ࢳルࣞࢻン・ࣇ

、を目ᣦすことを୰ᚰにᤣえて「（ࢺࢫー

「社会体で子育てを支える」「ࠗ希望࠘が

かなえられる」を基本的⪃え方にᤣえた政策

大⥘である。 

㹱 また、この新ࢪࣅョンに基づいて関㐃閣

僚を構成ဨとする「こども子育て新シ࣒ࢸࢫ

検討会議」の設置を行い、その下に大臣、

政ົᐁからなる作業ࢢループを置き、幼保一

元化をྵࡴ新たな次ୡ௦育成支援のためのໟ

ᣓ的・一元的なシ࣒ࢸࢫの構⠏に向けて検討

することとなった。その年の 9 月からは、作

業ࢢループの下に᭷㆑者、保育・幼稚園関係

者、自治体、事業௦⾲、労働者௦⾲、子ど

もᡭ当当事者のཧ加をᚓて、「基本制度」

「幼保一元化」「こどもᣦ針（௬称）」の㸱

つの࣡ー࢟ンࢳࢢー࣒が作られた。 

 ⣙㸯年༙にわたって࣡ー࢟ンࢳࢢー࣒によ

る議ㄽが合計 35 ᅇにものࡰり、その結果

は、2012（H24）年㸰月にはまとめられ、内

容がබ⾲された。㸱月には「こども子育て新

シ࣒ࢸࢫの基本制度」を少子化社会対策会議

で決定した。この内容を法化し、社会保

㞀・⛯一体改革関㐃法としていわࡺる「子

ども㸱法」（「子ども・子育て支援法」「認

定こども園法の一部改正」「子ども・子育て

支援法ཬࡧ認定こども園法の一部改正法の施

行にకう関係法ᚊの整備等に関する法ᚊ」の

㸱法）が国会にᥦ出された。 

 この法は、自Ẹ・බ明・Ẹ㸱ඪによる

社会保㞀・⛯一体改革（社会保㞀部ศ）に関

する実ົ者㛫会合による議ㄽと合意を㋃まえ

て、法の一部を議ဨಟ正することになり、

2012（H24）年 8 月に「子ども㸱法」が成❧

する㐠ࡧとなった。この子ども・子育て関㐃

3 法に基づく制度についてはᅗ⾲㸱のような
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　・ᒃᏯゼၥ型保育         ・ᘏ長保育事業    

　・事業所ෆ保育  ・児・後児保育事業    

 ・ᨺ課後児童クラ䝤    

 䕔児童ᡭ当  ・ዷ፬健デ  

 ・実㈝ᚩに係る⿵足⤥を⾜䛖事業

 ・ከᵝな主体が本制度にཧධすることを

　　ಁ進するための事業

⌧
㔠
⤥


子ども・子育て支援⤥

教
育
・
保
育
⤥


※出所：横浜市こども青少年局説明会資料をもとに上林作成
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内容となっている。 

 2012 年 12 月の⥲選ᣲで、Ẹඪから自Ẹ

ඪ内閣に政ᶒ௦した。厚生労働省は⩣

2013 年６月に「待機児童ゎᾘ加㏿度プラ

ン」を策定した。保育所待機児童の 8 が㤳

㒔ᅪ、㏆␥ᅪの大㒔市に㞟୰していることか

ら、⥭ᛴに 2013㹼14 年度で⣙ 20 ேศの保

育を㞟୰的に整備できるよう、国として支援

をまとめたものである。横浜市がࢪーࢣッࣃ

行ってきた㈤㈚方式や市᭷ᆅをά用した保育

所整備、保育士の確保策などをཧ⪃にしなが

ら、新制度のⓎ㊊を待たࡎに保育⥭ᛴ確保事

業を行うことになったものである。 

横浜市では、୰⏣市㛗✺↛の㎡௵をཷけ

て、2009 年 8 月の⥲選ᣲと同᪥に市㛗選ᣲ

が行われ、ึの女ᛶ市㛗がㄌ生した。当選し

たᯘ市㛗の選ᣲබ⣙には、子ども子育て支援

が୰ᚰにᤣえられていたことから、2009

（H11）年 10 月には、市㛗をᗙ㛗とした

「保育所待機児童ゎᾘプ࢙ࣟࢪクࢺ」をⓎ㊊

さࡏた。特に࣓ンࣂーには係㛗クラࢫのⱝい

⫋ဨを多く入れ、18 ᅇにわたる討議と、保

育事業者をはじめ相談機関、㕲㐨事業者や

ᒁの行政関係者まで 25 ᅇにわたってࣜࣄ

ンࢢを行った。⩣ 2010 年 3 月に同プ࢙ࣟࢪ

クࢺሗ࿌᭩がまとめられ、このプ࢙ࣟࢪクࢺ

ሗ࿌᭩で出だされた様ࠎなᥦを下に、市ᙺ

所体で待機児童ゼࣟを目ᣦして取り⤌ࡴこ

とになった。 

 2010 年 4 月の新しい年度には、こども㟷

少年ᒁに⥭ᛴ保育対策担当（部㛗）を設置

し、体的なᣦをᇳることになった。そし

て特に⥭ᛴ対策がồめられていた㸶༊の༊政

推進ㄢに⥭ᛴ保育対策担当係㛗（こども㟷少

年ᒁවົ）を㓄置し、ᆅᇦ事に明るい༊ᙺ

所を୰ᚰにして保育施策の推進をᅗることに

なった。待機児童対策を༊政㐠Ⴀの㔜せㄢ㢟

として置づけ、༊内の⥲合ㄪ整を担当する

༊政推進室に保育担当係㛗が置かれたのが特

ᚩである。⩣年㸲月には 18 ༊すべてにව௵

係㛗が㓄置された。 

 2013 年 4 月までに待機児童をゼࣟにする

目標を明確にしたୖで、ྛ༊の「ゼࣟプラ

ン」が❧てられた。༊ࡈとにᚲせな保育所の

整備㔞を明らかにするために、ᆅᇦู、年㱋

ูの保育をᚲせとするࢹーࢱが整⌮され、そ

れを一ぴ⾲にしてㄡでもศかるようにした。

そのうえで、⥭ᛴに整備されるのが望ましい

ሙ所を⤠り㎸み、そのᆅᇦにぢ合った施策の

࣓ニࣗーが選択されていった。 

 そして、2010㹼2011 年にかけて、Ẹ㛫保

育所の整備を✚ᴟ的にᒎ㛤した。法ேの所᭷

ᆅのά用、市᭷ᆅを㈚しけての施設整備、

ルの内改ಟなどを行って施設を整備するࣅ

こと、設備整備に対する⿵助制度のά用な

ど、ᅵᆅ・建≀の所᭷者と保育所を㐠Ⴀする

法ே等とを✚ᴟ的に⤂する保育所整備࣐ッ

 。事業などが取り⤌まれたࢢンࢳ

 2010 年 6 月には、子どもプランをᣑし

た「かがやけ横浜こども㟷少年プラン後期計

画」が策定された。横浜こどもプランの対象

⠊ᅖを㟷年までに広ࡆ、「こども㟷少年プラ

ン」とし施策をᣑした。 

 また、㸱歳未満児の保育㟂せが高くなって

いることから、横浜保育室のさらなるᣑを

進めるとともに、2010 年 9 月には 132 等を

ά用したᐙᗞ的保育事業を新たにⓎ㊊さࡏ

た。これまではᐙᗞ福祉ဨによるಶேのᐙᗞ

保育福祉ဨ制度だけであり、これは 1960

（635）年௨᮶のྂいṔྐをᣢっていたが、

2000 年 4 月から法定化され、これによりᐙ

ᗞ的保育事業のࢻ࢞ランが明確になっ

た。その後さらに㸱歳未満児の保育㟂せが高

まったことから、ಶேだけではཷけ入れேᩘ

に㝈⏺があり、132 などによる６㹼㸷ேの

ᑠつᶍ保育を実施することにした。保育の実

施ሙ所についても、ಶே自Ꮿから㈤㈚≀௳で

も保育を実施することを可⬟にして、132

横浜市のこども子育て政策の推移と課題　7
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など法ேを事業実施者として認定したもので

ある。 

 また保育ࢧーࢫࣅに関するᑓ㛛相談ဨを

2011 年 2 月にࣔࢹル的に㸱༊に㓄置し「保

育ࢥンシ࢙ルࣗࢪ」と呼ࡪことにした。その

後、６月には 18 ༊すべてに㓄置された。保

育ࢥンシ࢙ルࣗࢪの業ົは、保育ࢧーࢫࣅに

関する相談と、認可保育所の定ဨ㊊から᮶

る入所保␃者に対して横浜保育室やᐙᗞ的保

育、幼稚園の預かり保育などを⤂するࣇ

ーを行うこと、それらの保育ሗ࢛ࣟࣇーࢱ

を㞟することなどである。2013 年度から

は最ึの㸱༊には㸰名の㓄置になり、2014

年度からはさらに６༊が」ᩘ㓄置となる。 

  こうした様ࠎなᕤኵとດຊにより 2013 年

4 月には目標としていた待機児童ゼࣟを達成

することができた。㸱年㛫のᚲṚなດຊによ

って保育所ᩘで 144 所、定ဨで࢝ 1  621 ே

増加さࡏることによって、1�552 ேあった待

機児童をゼࣟにしたわけで、᪥本最大の㒔市

でのᛌᣲとሗ㐨されていた。 

 しかし、10 月になって、さらに入所希望

者が増加し、᪤に認可保育所の定ဨがたりな

くなってきたことから、新たに 231 ேの待機

児童をⓎ生さࡏることになってしまった。年

度当ึに定ဨをୖᅇって入所している保育園

もあり、年度㏵୰での入所はきわめて㞴しい

≧ែにある。 

 そして 2014 年 4 月 1 ⌧ᅾでは、ṧᛕなが

ら 20 ேの待機児童を生じることになり、2

年㐃⥆でのゼࣟは達成できなかった。2013

年 4 月とẚ㍑して保育所入所⏦㎸者は 4�114

名増加して 5  2�932 ேと㐣ཤ最大のఙࡧと

なり、保育所の定ဨを当ึ 1�525 ே増加のண

定を 2�390 に増やし、5  1�306 ேにᣑ大し

たが、「ண௨ୖの✵๓のఙࡧ」に⩻ᘝされ

たかたちになった。年のゼࣟ達成がሗじら

れてから転入者が増え、育児ఇᬤ明けの⏦㎸

者も増加し、自Ꮿで育児をしていたேからも

「預けられるなら働きたい」として⏦し㎸ࢇ

だとぢられる（2014.5.21 ᮅ᪥新⪺）。 

 今後、さらにきめ⣽かな保育政策をᒎ㛤す

るとともに、ㅉめることなく保育施設の整備

を進めるとともに、様ࠎな子育て支援施策の

継⥆・ᣑ大を期待したい。 

 

 

㸰．横浜市の保育࣭ᗂඣᩍ育の⌧≧ 

 

（1）保育࣭ᗂඣタのᴫせ 

国と横浜市の保育・子育て政策の経⦋につ

いてᴫ␎をぢてきたが、横浜市の保育・幼児

教育の⌧≧についてややヲしくぢていくこと

にする。 

 ᅗ⾲㸲は、2013 年 4 月⌧ᅾのࢹーࢱを୰

ᚰに横浜市の保育・幼児教育の⌧≧をまとめ

たものである。これによると、認可保育所が

582 所、定ဨ࢝ 4  9�061 ேである。市❧が

90 施設で定ဨ 8�416 ேであり、この୰にはබ

設ẸႠのᣦ定⟶⌮者による⟶⌮㐠Ⴀの保育所

が 2 所ྵまれている。⚾❧の保育所は࢝ 492

施設で定ဨが 4  645 ேとなっており、この

୰には認定こども園（すべて幼保㐃ᦠᆺ）が

15 施設、定ဨ 848 ேがྵまれている。 

 ᪤にぢたとおり、認可保育所では特に 3 歳

児未満児の定ဨが少ないことから、ᐙᗞ的保

育事業をおこなっており、ᐙᗞ保育福祉ဨに

よるಶே保育と 132 等によるᐙᗞ的保育が

あり、あわࡏて 535 ேの定ဨとなっている。 

  そのか認可外保育施設が 424 施設、定ဨ

9�794 ேとなっている。このうち横浜市が独

自に定める施設や保育水準を満たした横浜保

育室が 155 施設、定ဨ 5�257 ேとなってお

り、認可外保育所の༙ᩘ௨ୖを༨めている。

௨ୖが児童福祉法に基づく施設等である。 

8　自治研かながわ月報 2014年6月号（No.147）
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　　図表䠐 横浜市に䛚ける保育・幼児教育の⌧≧ 横浜市こども青少年局䠤䠬より

90施設 定ဨ 492施設 定ဨ
(බ設ẸႠ2ྵ䜐) 8㻘416ே 40㻘645ே

(児童福祉法➨39᮲) ト） 認定こども園(幼保連ᦠ型)
582施設 15施設　定ဨ848ே　をྵ䜐

定ဨ49㻘061ே
56ே 定ဨ

(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 220ே

36施設 定ဨ
(児童福祉法➨6᮲の3) (2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 315ே

155施設 定ဨ
(2013㻚10㻚1⌧ᅾ) 5㻘257ே

162施設 定ဨ
(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 3㻘064ே

(児童福祉法➨59᮲)
81施設 定ဨ

(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 1㻘148ே

26施設 定ဨ
(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 325ே

0施設 定ဨ 286施設 定ဨ
䠌ே (ఇ園1をྵ䜐) 58㻘427ே

（学校教育法➨1᮲）
286施設 ⚾立幼稚園預かり保育 129施設 定ဨ

学⣭ᩘ 2㻘327学⣭ （横浜市せ⥘・市認定） (2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 3㻘866ே

✀　　　ู

ト）認定こども園（幼保連ᦠ型）
認定こども園䛿、幼稚園・保育所等の䛖ち、「就学前の子どもに幼児教育・保育をᥦ౪する機⬟」と「ᆅᇦに䛚ける子育て支援を⾜䛖機
⬟」を備䛘る施設䛷、⚄ዉᕝ┴が認定した施設。幼保連ᦠ型䛿、幼稚園と保育所がともに認可をཷけていて、୧⪅が連ᦠして୍体的
な㐠Ⴀを⾜䛖ᙧែ。

䝧ビー䝩テル
認可外の保育施設䛷䛒䛳て、ኪ㛫保育、ᐟἩをక䛖保育、また䛿㛫༢䛷୍預かりのい
䛪䜜かを⾜䛳ているもの。

幼稚園
幼児を保育し、㐺当な⎔ቃを䛘て、䛭のᚰ㌟の発達をຓ長することを┠的とする施設䛆┴所
管䛇

⚾立幼稚園預かり保育
市長の認可をཷけた⚾立幼稚園が、保育をᚲせとする園児また䛿ᘵጒ園児にたいし、幼稚園
の正つ教育㛫をྵ䜏日୰11㛫௨上（ᅵ᭙日䛿9㛫௨上）の保育を実施する制度。

横浜保育室
3ṓᮍ‶児の待機児童の解消、認可保育所䛷対応し䛝䜜ないከᵝな保育䝙ー䝈への対応、
保ㆤ⪅㈇担の㍍ῶなどを┠的に、横浜市が⊂⮬に定める設備や保育Ỉ‽を‶たす施設を
「横浜保育室」として認定した認可外保育施設。

୍⯡認可外保育施設
認可外保育施設の䛖ち、横浜市が援ㆤẚをしていないもの䛷䛒䛳て、事業所ෆ保育施設
ཬ䜃䝧ビー䝩テル௨外のもの。

事業所ෆ保育施設
業・㝔などが、ᚑ業ဨを☜保するために、福ཌ⏕施設の୍⎔として設置しているᚑ業
ဨのための保育施設。

家庭保育福祉ဨ
市長の認定をཷけた福祉ဨが、保ㆤ⪅のጤクをཷけて、保育にḞけるప年㱋児を家庭的㞺
ᅖẼの୰䛷保育する制度。

NPO等をά⏝した　家庭的保育
事業

NPO法ே等の保育に関する䝜䜴䝝䜴をά⏝し、保ㆤ⪅のጤクをཷけて、」ᩘの保育⪅が、保
育にḞけるప年㱋児を家庭的㞺ᅖẼの୰䛷保育する制度。

認可外保育施設 保育所௨外の保育施設䛷会䛳て、⾜政ᗇによる設置認可をཷけていないものの⥲⛠。

家庭的保育事業
保育士また䛿◊ಟをཷけて市⏫ᮧの認定をཷけた「家庭的保育⪅」が、⮬Ꮿ等䛷児童を保育
する┠的とした事業。

横 浜 保 育 室

認 可 外 保 育 施 設
୍ ⯡ 認 可 外
保 育 施 設

事業所ෆ保育施設

䝧 ビ ー 䝩 テ ル

学
校
教
育
法

市立（2013㻚5㻚1㻦⌧ᅾ） Ẹ㛫（2013㻚5㻚1⌧ᅾ）

幼 稚 園

定　　　　⩏

保　育　所
日䚻、保ㆤ⪅のጤクをཷけて、保育にḞける䛭の幼児また䛿幼児を保育することを┠的とする
施設。

家 庭 的 保 育 事 業
NPO等をά⏝した家
庭的保育事業

市立（2013㻚6㻚1㻦⌧ᅾ） Ẹ㛫（2013㻚6㻚1⌧ᅾ）

児
童
福
祉
法

保 育 所

家庭保育福祉ဨ

　　図表䠐 横浜市に䛚ける保育・幼児教育の⌧≧ 2013㻚12㻚25⌧ᅾ、横浜市こども青少年局䠤䠬よ

90施設 定ဨ 492施設 定ဨ
(බ設ẸႠ2ྵ䜐) 8㻘416ே 40㻘645ே

(児童福祉法➨39᮲) ト） 認定こども園(幼保連ᦠ型)
582施設 15施設　定ဨ848ே　をྵ䜐

定ဨ49㻘061ே
56ே 定ဨ

(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 220ே

36施設 定ဨ
(児童福祉法➨6᮲の3) (2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 315ே

155施設 定ဨ
(2013㻚10㻚1⌧ᅾ) 5㻘257ே

162施設 定ဨ
(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 3㻘064ே

(児童福祉法➨59᮲)
81施設 定ဨ

(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 1㻘148ே

26施設 定ဨ
(2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 325ே

0施設 定ဨ 286施設 定ဨ
䠌ே (ఇ園1をྵ䜐) 58㻘427ே

（学校教育法➨1᮲）
286施設 ⚾立幼稚園預かり保育 129施設 定ဨ

学⣭ᩘ 2㻘327学⣭ （横浜市せ⥘・市認定） (2013㻚4㻚1⌧ᅾ) 3㻘866ே

✀　　　ู

ト）認定こども園（幼保連ᦠ型）
認定こども園䛿、幼稚園・保育所等の䛖ち、「就学前の子どもに幼児教育・保育をᥦ౪する機⬟」と「ᆅᇦに䛚ける子育
て支援を⾜䛖機⬟」を備䛘る施設䛷、⚄ዉᕝ┴が認定した施設。幼保連ᦠ型䛿、幼稚園と保育所がともに認可をཷけて
いて、୧⪅が連ᦠして୍体的な㐠Ⴀを⾜䛖ᙧែ。

䝧ビー䝩テル
認可外の保育施設䛷䛒䛳て、ኪ㛫保育、ᐟἩをక䛖保育、また䛿㛫༢䛷୍
預かりのい䛪䜜かを⾜䛳ているもの。

幼稚園
幼児を保育し、㐺当な⎔ቃを䛘て、䛭のᚰ㌟の発達をຓ長することを┠的とする
施設䛆┴所管䛇

⚾立幼稚園預かり保育
市長の認定をཷけた⚾立幼稚園が、保育をᚲせとする園児また䛿ᘵጒ園児にたい
し、幼稚園の正つ教育㛫をྵ䜏日୰11㛫௨上（ᅵ᭙日䛿䠔㛫௨上）の保育
を実施する制度。

横浜保育室
3ṓᮍ‶児の待機児童の解消、認可保育所䛷対応し䛝䜜ないከᵝな保育䝙ー䝈へ
の対応、保ㆤ⪅㈇担の㍍ῶなどを┠的に、横浜市が⊂⮬に定める設備や保育Ỉ‽
を‶たす施設を「横浜保育室」として認定した認可外保育施設。

୍⯡認可外保育施設
認可外保育施設の䛖ち、横浜市が援ㆤ㈝をしていないもの䛷䛒䛳て、事業所ෆ
保育施設ཬ䜃䝧ビー䝩テル௨外のもの。

事業所ෆ保育施設
業・㝔などが、ᚑ業ဨを☜保するために、福ཌ⏕施設の୍⎔として設置して
いるᚑ業ဨのための保育施設。

家庭保育福祉ဨ
市長の認定をཷけた福祉ဨが、保ㆤ⪅のጤクをཷけて、保育にḞけるప年㱋児を
家庭的な㞺ᅖẼの୰䛷保育する制度。

NPO等をά⏝した　家庭的保
育事業

NPO法ே等の保育に関する䝜䜴䝝䜴をά⏝し、保ㆤ⪅のጤクをཷけて、」ᩘの保育
⪅が、保育にḞけるప年㱋児を家庭的な㞺ᅖẼの୰䛷保育する制度。

認可外保育施設
保育所௨外の保育施設䛷䛒䛳て、⾜政ᗇによる設置認可をཷけていないものの⥲
⛠。

家庭的保育事業
保育士また䛿◊ಟをཷけて市⏫ᮧの認定をཷけた「家庭的保育⪅」が、⮬Ꮿ等䛷
児童を保育する┠的とした事業。

横 浜 保 育 室

認 可 外 保 育 施 設
୍ ⯡ 認 可 外
保 育 施 設

事業所ෆ保育施設

䝧 ビ ー 䝩 テ ル

学
校
教
育
法

市立（2013㻚5㻚1㻦⌧ᅾ） Ẹ㛫（2013㻚5㻚1⌧ᅾ）

幼 稚 園

定　　　　⩏

保　育　所
日䚻、保ㆤ⪅のጤクをཷけて、保育にḞける䛭の幼児また䛿幼児を保育することを
┠的とする施設。

家 庭 的 保 育 事 業
NPO等をά⏝した
家庭的保育事業

市立（2013㻚6㻚1㻦⌧ᅾ） Ẹ㛫（2013㻚6㻚1⌧ᅾ）

児
童
福
祉
法

保 育 所

家庭保育福祉ဨ

横浜市のこども子育て政策の推移と課題　9
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　図表䠑 横浜市の保育䝃ービスの事業ูẚ㍑ 横浜市子ども子育て会議㈨ᩱより

認可保育所（Ẹ㛫） 横　浜　保　育　室

横浜市 Ẹ㛫事業⪅

⿵ຓ⋡ １䠋䠎 １䠋䠏 １䠌䠋１䠌

なし
国⿵ຓ事
業対㇟

㈇担㔠・
⿵ຓ㔠ྡ

児童福祉㈝㈇担㔠
なし

保育対策等
ಁ進事業

Ᏻᚰこども
基㔠

なし
月㢠

18㻘000

ᘏ長ᩱ㔠
月㢠　1㻘700㻛㛫
（所ᚓཬ䜃ከ子区
ศによる㍍ῶ䛒り）

310䠋㛫
（䜺䜲䝗ラ䜲ン）

310䠋㛫
（所ᚓཬ䜃ከ子区ศによる

㍍ῶ䛒り）
なし

月㢠　9㻘000
（上限）䠆
施設が⊂⮬
に設定（事業
⪅がᚩ）

保
育
ᩱ

基
本

㛫
ศ

基本ᩱ㔠
　　国基‽に基づ䛟

ᚩ㢠
（横浜市がᚩ）

月㢠　58㻘100（上
限）　䠆施設が⊂⮬

に設定
（事業⪅がᚩ）

➨2子
ῶච㢠

➨1子保育ᩱの
40䠂～60䠂

月㢠　18㻘000

（市㈝によ
る㍍ῶ）

䛒り
（所ᚓに応䛨て㈇担

㢠を　　　区ศ）

䛒り
（所ᚓに応䛨て
㍍ῶ㢠を区ศ）

➨1子保育ᩱの
40䠂～60䠂

月㻙㔠　7㻦30
～18㻚30

ᅵ　　　7㻦30
～15㻦30

ᘏ長㛫

7㻦30ま䛷の保育ཬ
䜃18㻦30を㉸䛘᭱長

20㻦00ま䛷
(ኪ㛫保育所䛿᭱長

22㻦30ま䛷)

施設が⊂⮬に設定
月㻙㔠　7㻦30

～19㻚00
ᅵ　　7㻦30～

15㻦00

基本㛫をྵ
め10㛫௨上
を施設が⊂⮬
に設定（保ㆤ
⪅との༠議）

なし なし
　㻖ຓ成㛫䛿
7㻦30～22㻦00

月㻙㔠　7㻦30
～18㻚30　　ᅵ
7㻦30～15㻦30
（幼稚園の正
つ教育㛫を

ྵ䜐）

月㢠　58㻘100
（上限）䠆
施設が⊂⮬
に設定（事業
⪅がᚩ）

䛒り
（所ᚓに応䛨て㈇担㢠を

区ศ）
なし

月㢠　57㻘200
（事業⪅がᚩ）

区福祉保健セン
ターに⏦㎸䜏

⏝⪅と事業⪅の
┤᥋契約

区福祉保健
センターに⏦

㎸䜏

⏝⪅と事業
⪅の┤᥋契約

保育㛫

基本㛫
8～11㛫

(7㻦30～18㻦30)

月㻙㔠　7㻦30～
18㻚30

ᅵ　　　7㻦30～
15㻦30

月㻙㔠　8㻦30～16㻚30
ᅵ　　　8㻦30～12㻦30

⏝⪅と事業⪅の
┤᥋契約

2ศの1௨上
䛿幼稚園教
ㅍ、保育士等
の᭷㈨格⪅
（横浜市せ
⥘）

2ศの1௨上
䛿幼稚園教
ㅍ、保育士等
の᭷㈨格⪅。
1ே௨上䛿ᖖ
の保育士
（横浜市せ
⥘）

対㇟年㱋 ᮍ就学児 主として3ṓᮍ‶児 䠏ṓᮍ‶児
主として䠏ṓ

௨上児
䠏ṓᮍ‶児

保育⪅の
㈨格・せ௳

（᰿ᣐ）
保育所

（児童福祉法）

3ศの2௨上䛿保育
士、┳ㆤᖌ等の᭷

㈨格⪅
（横浜市せ⥘）

保育士、┳ㆤ
ᖌ、幼稚園教
ㅍཬ䜃家庭
的保育⤒㦂
⪅　　（児童
福祉法・横浜
市せ⥘）

保育士ཬ䜃保
育士と同等の
▱㆑ཬ䜃⤒㦂
を᭷する⪅
（児童福祉
法）

⏦㎸方法

⚾立幼稚園

事　業　ྡ 家　庭　的　保　育 ⚾立幼稚園預かり保育

事業主体 横浜市 Ẹ㛫事業⪅

㐠Ⴀ主体 社会福祉法ே等
ಶே、法ேまた䛿

௵ពᅋ体
家庭保育福

祉ဨ
NPO法ே等

10　自治研かながわ月報 2014年6月号（No.147）
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 幼稚園は、Ꮫᰯ教育に基づく教育施設であ

り、市内の幼稚園はすべて⚾❧で 286 施設、

2�327 Ꮫ⣭、定ဨは 5  8�427 ேである。幼

稚園は、㸲時㛫教育をཎ๎とする幼児教育施

設であるが、横浜市では幼稚園をᆅᇦの保育

㈨※として置づけ、認可保育所୪みの 11

時㛫保育をᥦ౪するࣔࢹル事業が 1997 年に

始まり、2000 年に本格実施となった（ᅗ⾲

6�3）。また、2007 年にはᏛᰯ教育法の改正

により「預かり保育」が法的に置づけられ

た。預かり保育実施は 129 施設、定ဨが

3�866 ேとなっている。横浜市のこれら保育

れ事業ࡒについてその内容を、それࢫࣅーࢧ

ูにẚ㍑したのがᅗ⾲５である。事業体

図表㻢㻙㻝 ಖ育ᡤの⤒Ⴀᙧែูタᩘ
ྛ年4月1日⌧ᅾ

123 118 114 110 106 102 102 98 94 90 88

බ設බႠ 121 116 112 108 104 100 100 96 92 88 86

ᣦ定管⌮⪅ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

166 209 254 273 296 318 334 361 413 490 523

社福法ே 124 150 177 187 195 205 211 223 243 277 287

㈈ᅋ法ே 3 3 3 4 4 4 4 4 5 6 6

᐀教法ே 12 11 11 9 9 8 8 8 8 7 7

学校法ே 0 0 1 5 7 10 12 13 17 20 20

ᰴᘧ会社等 10 25 38 44 55 65 73 87 114 152 175

NPO法ே 2 6 10 10 12 12 12 13 15 17 18

ಶ　ே 15 14 14 14 14 14 14 13 11 11 10

289 327 368 383 402 420 436 459 507 580 611

26㻘689 29㻘888 32㻘994 33㻘944 35㻘582 36㻘871 38㻘295 40㻘007 43㻘932 48㻘916 51㻘306

図表㻢㻙㻞 ಖ育ᡤ㛤ᡤ㛫

ᮅᘏ長　　７䠖䠏䠌　ᮅ長㛫 ኤ長㛫 18䠖㻦30 ኤᘏ長

(⏝ᩱᚩ) 　　　(⏝ᩱᚩ)

１１㛫

図表㻢㻙㻟 㛤ᡤ㛫ูタᩘ

බ立 Ẹ㛫 ྜ計 බ立 Ẹ㛫 ྜ計 බ立 Ẹ㛫 ྜ計

䠔㛫 0 2 2 0 0 0 0 䕧 2 䕧 2

䠔㛫㉸～11㛫ᮍ‶ 0 9 9 0 3 3 0 䕧 6 䕧 6

１１㛫 61 19 80 35 17 52 䕧 26 䕧 2 䕧 28

11㛫㉸～12㛫ᮍ‶ 0 38 38 0 37 37 0 䕧 1 䕧 1

12㛫㉸～13㛫ᮍ‶ 60 29 89 53 136 189 䕧 7 107 100

13㛫㉸～14㛫ᮍ‶ 2 54 56 2 238 240 0 184 184

14㛫㉸～15㛫ᮍ‶ 0 14 14 0 58 58 0 44 44

ኪ㛫保育所 0 1 1 0 1 1 0 0 0

　　　　　ྜ　　　計 123 166 289 90 490 580 䕧 33 324 291

䛀ཧ⪃䛁 ⚾❧ᗂ⛶ᅬの㡸䛛䜚ಖ育

7㻦30～9㻦00 9㻦00～14䠖00 　 　14㻦00～18㻦30

月～㔠 幼稚園

正つ教育㛫

ᅵ 7㻦30～15㻦30　（「ᖹ日型」䛿ᅵ᭙ఇ園）

䈜ฟᡤ䠖横浜市子ども子育て㆟㈨ᩱ䜢もと䛻ୖᯘసᡂ

2014年
(H26)

2004年
(H16)

2005年
(H17)

2006年
(H18)

2007年
(H19)

2008年
(H20)

2009年
(H21)

2010年
(H22)

2011年
(H23)

2012年
(H24)

2013年
(H25)

බ　　立

⚾　　立

施設ᩘྜ計

定　　　　ဨ

㛫ᘏ長
䝃ービス

預かり
保育

預かり保育

ཎ๎保育㛫
䠔㛫

長㛫
保育

㛫ᘏ長䝃ービス

開所㛫
2004（䠤16)年度 2013(H25)年度 ቑ　䕧ῶ

長㛫
保育

図表6㻙1 保育所の⤒Ⴀᙧែู施設ᩘ
ྛ年4月1日⌧ᅾ

123 118 114 110 106 102 102 98 94 90 88
බ設බႠ 121 116 112 108 104 100 100 96 92 88 86
ᣦ定管⌮⪅ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

166 209 254 273 296 318 334 361 413 490 523
社福法ே 124 150 177 187 195 205 211 223 243 277 287
㈈ᅋ法ே 3 3 3 4 4 4 4 4 5 6 6
᐀教法ே 12 11 11 9 9 8 8 8 8 7 7
学校法ே 0 0 1 5 7 10 12 13 17 20 20
ᰴᘧ会社等 10 25 38 44 55 65 73 87 114 152 175
NPO法ே 2 6 10 10 12 12 12 13 15 17 18
ಶ　ே 15 14 14 14 14 14 14 13 11 11 10

289 327 368 383 402 420 436 459 507 580 611

26㻘689 29㻘888 32㻘994 33㻘944 35㻘582 36㻘871 38㻘295 40㻘007 43㻘932 48㻘916 51㻘306

図表6㻙2 保育所開所㛫
ᮅᘏ長　　７䠖䠏䠌　ᮅ長㛫 ኤ長㛫 18䠖㻦30 ኤᘏ長

(⏝ᩱᚩ) 　　　(⏝ᩱᚩ)

１１㛫

図表6㻙3 開所㛫ู施設ᩘ

බ立 Ẹ㛫 ྜ計 බ立 Ẹ㛫 ྜ計 බ立 Ẹ㛫 ྜ計

䠔㛫 0 2 2 0 0 0 0 䕧 2 䕧 2
䠔㛫㉸～11㛫ᮍ‶ 0 9 9 0 3 3 0 䕧 6 䕧 6

2014年
(H26)

2004年
(H16)

2005年
(H17)

2006年
(H18)

2007年
(H19)

2008年
(H20)

2009年
(H21)

2010年
(H22)

2011年
(H23)

2012年
(H24)

2013年
(H25)

බ　　立

⚾　　立

施設ᩘྜ計

定　　ဨ（ே）

㛫ᘏ長
䝃ービス ཎ๎保育㛫

䠔㛫
長㛫
保育

㛫ᘏ長䝃ービス

開所㛫
2004（䠤16)年度 2013(H25)年度 ቑ　䕧ῶ

長㛫
保育

䠔㛫㉸ 11㛫ᮍ‶ 0 9 9 0 3 3 0 䕧 6 䕧 6
１１㛫 61 19 80 35 17 52 䕧 26 䕧 2 䕧 28
11㛫㉸～12㛫ᮍ‶ 0 38 38 0 37 37 0 䕧 1 䕧 1
12㛫㉸～13㛫ᮍ‶ 60 29 89 53 136 189 䕧 7 107 100
13㛫㉸～14㛫ᮍ‶ 2 54 56 2 238 240 0 184 184
14㛫㉸～15㛫ᮍ‶ 0 14 14 0 58 58 0 44 44
ኪ㛫保育所 0 1 1 0 1 1 0 0 0
　　　　　ྜ　　　計 123 166 289 90 490 580 䕧 33 324 291

図表6㻙4 ⚾立幼稚園の預かり保育
7㻦30～9㻦00 9㻦00～14䠖00 　 　14㻦00～18㻦30

月～㔠 幼稚園

正つ教育㛫

ᅵ 7㻦30～15㻦30　（「ᖹ日型」䛿ᅵ᭙ఇ園） 横浜市子ども子育て会議㈨ᩱをもとに作成

預かり
保育

預かり保育
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は、認可保育所とᐙᗞ的保育が横浜市であ

り、㐠Ⴀ体は、社会福祉法ே、業など法

ே、ಶே、132 など多様である。保育者の

㈨格・せ௳は、認可保育所とᐙᗞ的保育が児

童福祉法に基づくせ௳をᚲせとしている

か、横浜保育室と⚾❧幼稚園預かり保育は、

横浜市の定めるせ⥘に基づいている。⏦㎸方

法は、認可保育所とᐙᗞ保育福祉ဨは༊福祉

保健ࢭンࢱーで⏦し㎸ࡴか、利用者と事業

者の契⣙によっている。 

保育所の経Ⴀᙧែについてぢたのがᅗ⾲６

�1 である。市❧保育所は、୰⏣市政のẸႠ

化方針に基づきẖ年 4 園ࡎつẸႠ化が進めら

れており、この 10 年㛫で 38 所がẸႠ化さ࢝

れている（ヲ⣽は後㏙）。⚾❧保育所は、こ

の 10 年で 324 施設増加して⣙ 3 ಸになって

いる。 

 経Ⴀᙧែูにぢると、社会福祉法ேが 244

⟠所でこの 10 年で 2.2 ಸに増加し、༙ࡰ

ᩘ（47.8㸣）を༨めている。これに⥆いて多

いのがᰴ式会社等業によるもので、この

10 年㛫で 15 ಸとᛴ増して 152 ⟠所となり 4

ศの㸯（26.2㸣）を༨めている。 

 保育時㛫については、認可保育所が㸶時㛫 

をཎ๎保育として、᪩ᮅとኪの㛗時㛫保育を

行って 11 時㛫となって、これが保育ᩱの⠊

ᅖとされている（ᅗ⾲６�2）。これを㉸える

᪩ᮅとኪ㛫については時㛫ᘏ㛗ࢧーࢫࣅが園

によって行われるとこࢁがあり、ᘏ㛗ᩱ金は

保護者の負担となる。この㛤所時㛫について

は、ᅗ⾲６�3 のように、この 10 年㛫で時㛫

ᘏ㛗を行う保育園が大きくఙࡧている。13㹼

14 時㛫未満が 184 ⟠所増え 240 ⟠所で 4 

（41.7�）を༨め、12㹼13 時㛫未満が 100 ⟠

所増え 189 ⟠所で 3 ศの 1（32.6㸣）となっ

ている。保育時㛫がⴭしく㛗くなっているഴ

向をㄞみ取ることができる。 

 保育ᩱについては、認可保育所では国の基

準をもとにして、横浜市が᮲で定めてい

る。国の基準は、๓年度の所ᚓ⛯㢠に応じて

6 ẁ㝵（㠀保護ୡᖏ、市Ẹ⛯㠀ㄢ⛯をྵめて

8 ẁ㝵）にศかれているが、横浜市では市Ẹ

⛯㠀ㄢ⛯ୡᖏが 5 ẁ㝵、ㄢ⛯ୡᖏは 25 ẁ㝵

に⣽かくศかれている。きめ⣽かくศかれて

いるとともに、所ᚓの最も多いᒙで国基準よ

り㸱㏆く、ᖹᆒで 25㸣ど低く設定され

ている。認可保育所の保育ᩱは横浜市がᚩ

することになっている。 

 横浜保育室は、保育ᩱの最高㢠を横浜市の

せ⥘で定めており、施設がその⠊ᅖで独自に

ᩱ金を設定しており、所ᚓに応じて㍍ῶศを

市が負担することにしている。ᐙᗞ的保育に

ついても同様である。⚾❧幼稚園預かり保育

についてもୖ㝈を市のせ⥘で定め、施設が独

自にᩱ金設定することになっている。これら

は、いࡎれも事業者がᩱ金をᚩすることに

なっている。 

 

（�）Ꮫ㱋๓ඣ❺のᒃሙᡤኚ化 

 国的に 15 歳未満の子どものேཱྀがῶ少

を⥆けてきており、33 年⥆けてῶ少してい

るといわれており、ேཱྀに༨める合も

40 年㛫⥆いてῶ少している（ὀ 2）。横浜市

でも、2003 年の 20  1�063 ேをࣆークにẖ

年ῶ少を⥆けており、2013 年 4 月には 19 

106 ேにまで 10 年㛫で 1  1 ༓ேのῶ少で

ある。ῶ少し⥆ける子どものேཱྀの୰で、Ꮫ

㱋๓の児童のᒃሙ所のኚ化を⣽かくぢたのが

ᅗ⾲㸵である。㸱歳未満児と㸱㹼５歳児にศ

けてࢢラࣇ化している。 

 㸱歳未満児は、⥲ᩘで 2004 年の 9  9�943

ேから 2013 年 4 月には 9  4�060 ேに 5�883

ேῶ少している。その୰でも、保育所の入所

者は 9�312 ேから 1  9�506 ேにಸ増してい

る。ᅾᏯ（↓認可施設への入所者をྵࡴ）の

児童は 8  7�557 ேから 1  7�622 ேῶ少

し、3 歳未満児の保育㟂せのᛴ㏿なᣑ大をㄞ

み取ることができる。 
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 㸱㹼５歳児についても、⥲ᩘでは 2004 年

の 10  1�683 ேから 2013 年には 9  6�046

ேに 5�637 ேῶ少している。幼稚園のᅾ園者

は 6  1�657 ேから 5  3�527 に 8�130 ேと

大きくῶ少し、幼稚園の預かり保育が、

1�262 ேから 4�900 ேに⣙ 4 ಸに増えてい

る。保育所の入所者が 1  6�994 ேから 2 

6�750 に 9�756 ேと大きく増加し、認定こど

も園をྵめると 1 ே௨ୖの増加となってい

る。ᅾᏯの児童は、2  1�224 ேから 9�984

ேに༙ᩘ௨下となり、ここでも保育㟂せの大

きな増加をㄞみ取ることができる。 

 

（�）ᚅᶵඣ❺ᩘのኚ化 

 保育所に⏦㎸をしても入所できない待機児

童ᩘは、この㛫大きくኚືしてきている。 

 国的にぢるとᅗ⾲㸶にぢられるように、

2000 年から 2001 年で 3  2�933 ேから 2 

2�101 ேに 1  1 ༓ேのῶ少となり、その後

は増加に転じ 2003 年までୖがり⥆け、その

後ῶ少して 2007 年には 1  9�794 ேと最も

低くなった。その後はまた増加に転じ、2010

年に 2  6�275 ேとࣆークを㏄え、௨㝆なだ

らかなῶ少ഴ向を♧している。 

 2001 年に待機児童ᩘが大幅にῶ少したの

は、厚生労働省が♧す待機児童の定⩏のኚ᭦

があったからである。横浜保育室など自治体

独自の基準による認可外保育施設への入所者

や、産ఇ・育ఇ明けの期㝈が᮶ていない⏦㎸

者などを待機児童ᩘから㝖外したことにより

下がったのである。 

2003 年からのῶ少ഴ向は、次ୡ௦育成支

援計画がつくられ自治体や業に少子化対策

の計画づくりが⩏ົけられ、また 50 名௨

ୖ待機児童のいる自治体に保育計画づくりを

⩏ົけたことなどによるຠ果がぢられる。

2008 年から新待機児童ゼࣟ作ᡓが行われた

が、これはあまり大きな成果をୖࡆていない
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ことを⌧している。この㛫、国的に保育所

の利用率（Ꮫ㱋๓の児童ᩘに対する保育所入

所者の合）は、2000 年の 25㸣から 2013 年

の 35.1㸣に 10 の増加となっていࢺン࣏

る。୰でも、0a2 歳児の利用率の増加がⴭし

く、14.7㸣から 26.2㸣へ 11.5 の大幅ࢺン࣏

増加をぢࡏているのが特ⴭである。 

 一方、横浜市では、ᅗ⾲㸷のように、2001

年に待機児童ᩘが大きくῶ少しているのは๓

㏙の基準ኚ᭦のためである。2004 年までは

横ばいであるが、2006ࡰ 年にかけて大き

くῶ少している。これは、子育て支援事業本

部がつくられ、㞟୰的に保育所の増設などを

行った成果であったことは᪤にぢたとおりで

ある。 

その後、待機児童の増加が進み 2009 年に

1�290 ே、2010 年には 1�552 ேと㐃⥆して

国の࣡ー࣡ࢺࢫンになってしまった。そこ

で、ᯘ市㛗の⫢入れで㸱年㛫で待機児童をゼ

ࣟにする対策をᙉຊに推し進め、2003 年㸲

月にはゼࣟの目標を達成したことは᪤に㏙べ

たとおりである。 

 この 13 年㛫で、保育所の⟠所ᩘは 2000 年

の 236 所から࢝ 2013 年には 580 所へと࢝

344 所増加、2.5࢝ ಸに増え、定ဨは 2000 年

の 2  2�312 ேから 2013 年 4 月には 4 

8�916 ேと 2.2 ಸに大きく増加している。し

かし、⏦㎸者も 2  2�947 ேから 4  8�818

ேにே 2.1 ಸに増加している。 

 特に、年度ึめ 4 月には大幅に待機児童が

ῶるものの、年度㏵୰では保育所の定ဨの増

加がぢ㎸めないことから、2011 年からのࢢ

ラࣇにぢられるように、10 月には待機児童

が増えるഴ向をㄞみ取ることができる。定ဨ

増加をୖᅇる入所⏦㎸者の増加があり、施設

整備が保育所への㟂せ増加を呼ࡧ㎸ࢇでいる

事実が明確である。また、待機児童ᩘの࣡ー

⾲ンをこの㛫についてみたのがᅗࢸࢺࢫ 10 
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図表10 保育計画策定㒔市(上10㒔市)のኚ㑄 (2001年～2015年、99㻘00年䛿ཧ⪃)
㡰

⚄ዉᕝ┴ 㜰ᗓ 㜰ᗓ 㜰ᗓ 㜰ᗓ
横浜市 㜰市 㜰市 㜰市 㜰市

⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴ 㜰ᗓ ⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴
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රᗜ┴ ឡ▱┴ ᮾி㒔 㜰ᗓ 㜰ᗓ
⚄ᡞ市 ྡྂᒇ市 足立区 ሜ市 ᮾ㜰市

ᐑᇛ┴ 福ᒸ┴ ᮾி㒔 ⚄ዉᕝ┴ 福ᒸ┴
ྎ市 福ᒸ市 世⏣㇂区 ┦ᶍཎ市 福ᒸ市

ᒸᒣ┴ ᒸᒣ┴ ᮾி㒔 福ᒸ┴ ⚄ዉᕝ┴
ጲ㊰市 ᒸᒣ市 Ụᮾ区 福ᒸ市 ┦ᶍཎ市

2004年～2008年
㡰

⚄ዉᕝ┴ 㜰ᗓ 㜰ᗓ 㜰ᗓ ᐑᇛ┴
横浜市 㜰市 㜰市 㜰市 ྎ市

㜰ᗓ 㜰ᗓ රᗜ┴ ⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴
㜰市 ሜ市 ⚄ᡞ市 横浜市 横浜市

㜰ᗓ රᗜ┴ ⚄ዉᕝ┴ රᗜ┴ 㜰ᗓ
ሜ市 ⚄ᡞ市 ᕝᓮ市 ⚄ᡞ市 㜰市

⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴ 㜰ᗓ ⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴
ᕝᓮ市 横浜市 ሜ市 ᕝᓮ市 ᕝᓮ市

රᗜ┴ ⚄ዉᕝ┴ 福ᒸ┴ ᐑᇛ┴ රᗜ┴
⚄ᡞ市 ᕝᓮ市 福ᒸ市 ྎ市 ⚄ᡞ市

㜰ᗓ 福ᒸ┴ ឡ▱┴ Ἀ⦖┴ ឡ▱┴
ᮾ㜰市 福ᒸ市 ྡྂᒇ市 㑣ぞ市 ྡྂᒇ市

ᐑᇛ┴ ᮾி㒔 ⚄ዉᕝ┴ ᮾி㒔 ᮾி㒔
ྎ市 足立区 横浜市 Ụᮾ区 世⏣㇂区

ឡ▱┴ ឡ▱┴ 㮵児ᓥ┴ ༓ⴥ┴ 㜰ᗓ
ྡྂᒇ市 ྡྂᒇ市 㮵児ᓥ市 ༓ⴥ市 ሜ市

福ᒸ┴ ⚄ዉᕝ┴ ᮾி㒔 ឡ▱┴ ᮾி㒔
福ᒸ市 ┦ᶍཎ市 足立区 ྡྂᒇ市 ඵ⋤子市

⚄ዉᕝ┴ ዉⰋ┴ ឡ▱┴ ᮾி㒔 㜰ᗓ
┦ᶍཎ市 ዉⰋ市 ྡྂᒇ市 ඵ⋤子市 ሜ市

2009年～2013年
㡰

⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴ ឡ▱┴ ឡ▱┴ 福ᒸ┴
横浜市 横浜市 ྡྂᒇ市 ྡྂᒇ市 福ᒸ市

⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴ ⚄ዉᕝ┴ ᾏ㐨 ᐑᇛ┴
ᕝᓮ市 ᕝᓮ市 横浜市 ᮐᖠ市 ྎ市

ᐑᇛ┴ ᾏ㐨 ᾏ㐨 福ᒸ┴ Ἀ⦖┴
ྎ市 ᮐᖠ市 ᮐᖠ市 福ᒸ市 㑣ぞ市

ᮾி㒔 ᮾி㒔 ⚄ዉᕝ┴ ᮾி㒔 ⚄ዉᕝ┴
世⏣㇂区 世⏣㇂区 ᕝᓮ市 世⏣㇂区 ᕝᓮ市

㜰ᗓ ឡ▱┴ 福ᒸ┴ 㜰ᗓ ᾏ㐨
㜰市 ྡྂᒇ市 福ᒸ市 㜰市 ᮐᖠ市

ឡ▱┴ ᐑᇛ┴ ᮾி㒔 ⚄ዉᕝ┴ ᗈᓥ┴
ྡྂᒇ市 ྎ市 世⏣㇂区 ᕝᓮ市 ᗈᓥ市

රᗜ┴ ᮾி㒔 ᮾி㒔 රᗜ┴ රᗜ┴
⚄ᡞ市 ⦎㤿区 ⦎㤿区 ⚄ᡞ市 ⚄ᡞ市

ᮾி㒔 ⚄ዉᕝ┴ ᐑᇛ┴ ᮾி㒔 ༓ⴥ┴
ᯈᶫ区 ┦ᶍཎ市 ྎ市 ⦎㤿区 市ᕝ市

福ᒸ┴ ᮾி㒔 Ἀ⦖┴ 㜰ᗓ 㜰ᗓ
福ᒸ市 ඵ⋤子市 㑣ぞ市 ሜ市 㜰市

ᮾி㒔 福ᒸ┴ ᮾி㒔 Ἀ⦖┴ ឡ▱┴
ඵ⋤子市 福ᒸ市 足立区 㑣ぞ市 ྡྂᒇ市

ẖ年4月1日⌧ᅾ　ཌ⏕ປാ┬発表㈨ᩱより

10

2007

1

2

3

4

5

457ே 287ே

10 336ே 349ே

453ே 489ே 485ே 436ே 280ே

9 342ே 336ே

473ே 496ே 493ே

6

8

9

531ே 337ே

8 349ே

481ே 514ே 498ே 523ே 336ே

483ே 552ே 564ே

664ே 398ே

595ே 594ே 688ே 615ே 372ே

7

608ே 598ே 727ே

613ே 725ே 851ே 786ே 438ே

7
352ே

335ே

620ே 840ே 865ே

1㻘032ே 695ே

893ே 439ே

713ே 1㻘076ே 971ே 929ே 533ே

5 390ே 487ே

410ே 352ே 320ே

423ே 350ே

6 379ே 428ே

696ே

447ே 383ே

462ே 427ே 353ே

2 576ே 707ே

4 465ே 583ே

1㻘290ே 1㻘552ே 1㻘275ே

2009 2010 2011 2012 2013

348ே

461ே

7 597ே 533ே 488ே

489ே 432ே 362ே

1

3

403ே

9 569ே 459ே 360ே 452ே 435ே

433ே 402ே

2008

643ே 463ே

623ே 597ே

868ே 652ே 480ே

10 415ே 403ே 318ே

744ே 740ே

489ே

3 1㻘109ே 866ே 1㻘040ே

919ே 752ே 560ே

604ே 499ே

8 570ே 496ே 380ே

4 739ே 857ே 778ே

6 616ே 588ே 626ே

755ே

846ே

5 706ே 679ே 655ே 631ே 699ே

618ே 637ே

536ே 485ே

2005 2006

1 1㻘629ே 1㻘991ே 1㻘364ே 1㻘337ே 1㻘355ே

1㻘190ே 904ே

1999 2000 2001 2002 2003

2004

2 1㻘409ே 1㻘535ே 1㻘076ே 1㻘140ே 1㻘123ே

705ே 832ே

1㻘076ே 934ே

※出所：フリー百科事典ウィキペディア「待機児童」の項及び毎年 4月 1日現在 厚生労働省発表資料をもとに上林作成
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である。横浜市は 2006 年を㝖いてᖖにୖ

にランクされていたが、2012 年௨㝆はⓏሙ

していない。 

 国の待機児童ᩘと、横浜の待機児童ᩘの

ኚ化をࢢラࣇ化したのがᅗ⾲ 11 である。

国的なഴ向と横浜の待機児童ᩘのኚ化はࡰ

同様なഴ向をㄞみ取ることができる。ただ

し、ῶ少と増加のኚ化は横浜の方がⴭしくな

っており、国的ኚ化を先取りしているもの

といえそうである。 

 

 （�）市❧保育ᡤのẸႠ化 

 横浜市では、2002 年に୰⏣市㛗がᑵ௵し

て௨᮶、「ᐁからẸへ」方針のもとに市Ⴀ施

設のẸႠ化、ᣦ定⟶⌮者制度のᑟ入などが行

われてきた。市❧保育所のẸႠ化もその方針

の下に行われてきた。 

 2003 年 4 月に「今後の㔜Ⅼ保育施策（方

針）」が出され、市❧保育所のẸႠ化の方針

がⓎ⾲された。その年の 12 月には市議会で

4 所の市❧保育所が保育所設置᮲から๐࢝

㝖され、Ẹ㛫事業者に⛣行することになっ

た。「Ẹ㛫保育所のᣢつᰂ㌾ᛶやຠ率ᛶを生

かして、保育の㉁を確保しながら、多様な保

育ニーズに㎿㏿かつຠ率的に対応することを

目的として㺁ẸႠ化を行う、としている（市

❧保育所ẸႠ化実施基準より）。 

 ⛣⟶する保育所は、市❧保育所の多い༊の

保育所からඃ先的に選ࡧ、施設・設備の⟶⌮

≧ἣ、ᩜᆅ㠃✚、利౽ᛶ、児童の入所≧ἣ、

㏆㞄のẸ㛫保育所の設置≧ἣなどを⥲合的に

຺してẸႠ化する園を決定する。あわࡏ

て、その保育所のᅵᆅ・建≀の㉎入を希望す

る法ேをබເし、選定された事業者が設置

体となって保育所㐠Ⴀを行うことのできるඃ

Ⰻな法ேを選定する。⛣⟶にあたっては、定

ဨやཷけ入れ年௧など保育内容の継承ととも

に、保育時㛫のᘏ㛗、3 歳児௨ୖの㣗ᥦ

ϯϮ͕ϵϯϯ 

Ϯϭ͕ϮϬϭ 

Ϯϱ͕ϰϰϳ Ϯϲ͕ϯϴϯ 
Ϯϰ͕Ϯϰϱ Ϯϯ͕ϯϯϴ 

ϭϵ͕ϳϵϰ 
ϭϳ͕ϵϮϲ 

ϭϵ͕ϱϱϬ 

Ϯϱ͕ϯϴϰ Ϯϲ͕Ϯϳϱ Ϯϱ͕ϱϱϲ Ϯϰ͕ϴϮϱ 
ϮϮ͕ϳϰϭ 

ϭ͕ϱϯϱ 

ϭ͕͙
ϭ͕͙ ϭ͕ϭϮϯ 

ϭ͕ϭϵϬ 

ϲϰϯ 

ϯϱϯ 

ϱϳϲ 
ϳϬϳ 

ϭ͕ϮϵϬ 

ϭ͕ϱϱϮ 

ϵϳϭ 

ϭϳϵ 

Ϭ  Ϭ

ϮϬϬ

ϰϬϬ

ϲϬϬ

ϴϬϬ

ϭϬϬϬ

ϭϮϬϬ

ϭϰϬϬ

ϭϲϬϬ

ϭϴϬϬ

Ϭ

ϱϬϬϬ

ϭϬϬϬϬ

ϭϱϬϬϬ

ϮϬϬϬϬ

ϮϱϬϬϬ

ϯϬϬϬϬ

ϯϱϬϬϬ

ᚅᶵඣ❺ᩘのኚ化ẚ㍑・国V.S横浜市

ᚅᶵඣ❺ᩘ・国 ᚅᶵඣ❺ᩘ・横浜

国ᚅᶵඣ❺ 横浜市・ᚅᶵඣ❺ᩘ
図表㻝㻝

ϯϮ͕ϵϯϯ 

Ϯϭ͕ϮϬϭ 

Ϯϱ͕ϰϰϳ Ϯϲ͕ϯϴϯ 
Ϯϰ͕Ϯϰϱ Ϯϯ͕ϯϯϴ 

ϭϵ͕ϳϵϰ 
ϭϳ͕ϵϮϲ 

ϭϵ͕ϱϱϬ 

Ϯϱ͕ϯϴϰ Ϯϲ͕Ϯϳϱ Ϯϱ͕ϱϱϲ Ϯϰ͕ϴϮϱ 
ϮϮ͕ϳϰϭ 

ϭ͕ϱϯϱ 

ϭ͕ϬϰϬ 
ϭ͕ϭϰϬ  ϭ͕ϭϮϯ 

ϭ͕ϭϵϬ 

ϲϰϯ
ϳϬϳ 

ϭ͕ϮϵϬ 

ϭ͕ϱϱϮ 

ϵϳϭ 

ϴϬϬ 

ϭ͕ϬϬϬ 

ϭ͕ϮϬϬ 

ϭ͕ϰϬϬ 

ϭ͕ϲϬϬ 

ϭ͕ϴϬϬ 

ϭϱ͕ϬϬϬ 

ϮϬ͕ϬϬϬ 

Ϯϱ͕ϬϬϬ 

ϯϬ͕ϬϬϬ 

ϯϱ͕ϬϬϬ 

ᚅᶵඣ❺ᩘのኚ化ẚ㍑・国V.S横浜市
国ᚅᶵඣ❺ᩘ 横浜市・ᚅᶵඣ❺ᩘ

図表ϭϭ
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ϱϳϲ 
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ϲϬϬ 

Ϭ 

ϱ͕ϬϬϬ 

ϭϬ͕ϬϬϬ 

ᚅᶵඣ❺ᩘ・国 ᚅᶵඣ❺ᩘ・横浜

横浜市・待機児童数
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౪、ᅵ᭙⤥㣗の実施、一時保育の実施などを

᮲௳にしている。 

2004 年 4 月に 4 所の保育所がẸႠ化さ࢝

れたのを⓶ษりに、ᅗ⾲ 12 のように 2010 年

を㝖いて 2013 年までẖ年 4 所がẸႠ化さ࢝

れてきた。2014 年 4 月には 2 所がẸႠ化࢝

され、これまでに 38 所がẸႠ化されてき࢝

ており、今後 2 つࡎ所࢝ 2016 年までに 4 ࢝

所の合計 42 所がẸႠ化されることが決定࢝

されている。 

 2004 年度のẸႠ化にあたっては、⛣⟶保

育所とẸႠ化先の決定から実施まで༙年もな

かったことから、保護者から⛣⟶が᪩ᛴすࡂ

て児童の保育の継⥆が㞴しいとして、園をᗫ

Ṇする᮲改正を↓ຠとすることとᦆᐖ㈺ൾ

をồめてッゴがᥦ㉳された。2006 年 5 月に

出された横浜ᆅの一ᑂุ決では、ẸႠ化す

るฎศは㐪法だと認定され、1 ୡᖏ 10 

のᦆᐖ㈺ൾを௧された。 

 横浜市がୖ࿌し、ᑂのᮾி高のุ決は

2009 年 1 月に出されたが、ฎศをồめるㄳ

ồは㐺法で᮲改正は「ฎศ」にあたらな

い、として༷下され、ᦆᐖ㈺ൾㄳồについて

もᲠ༷された。 

ཎ࿌ഃが最高にୖ࿌し、2009 年 11 月に

はุ決が出された。ุ決のᴫせは、改正᮲

の制定行Ⅽは行政ฎศにあたり、行政ฎศに

あたらないとした高ุ決は法௧のゎ㔘をㄗ

った㐪法ᛶがある。しかし、ཎ࿌の保育期㛫

はすべて満していることから、ッえの利┈

はኻわれたものというべきであるとされ、᮲

改正の㐪法ᛶについてはุ᩿ୖࡎࡏ࿌Რ༷

となった。 

 このุもあり、ẸႠ化にあたっての明確

な基準を定め、ẸႠ化まで㸯年༙の準備期㛫

を確保できるようにして、に⛣行できる

ように㐠用が改められた。⌧ᅾまで⛣⟶され

たẸ㛫法ேはいࡎれも保育所㐠Ⴀの経㦂をᣢ

つ社会福祉法ேである。 

 また、ẸႠ化の結果について、2008 年 10

図表１䠎 市❧ಖ育ᡤ䛛䜙ẸႠ化䛧䛯ಖ育ᅬྡ䠄ணᐃ䜢ྵ䜐䠅

　　　　年度 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

区ྡ (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) (H28)

 ༡区 ᒣྎ 日㔝 ୗỌ㇂ ༡日㔝 ➲ୗ 8

上Ọ㇂

᪫区 㭯䞄ᓠ ୰ᕼᮃがୣ ၿ部 すᕝᓥ ୰ᑿ 7

青ⴥ区 ᰠのᮌྎ も䜏のᮌྎ ༓ⲡྎ 6

 区 ᓊ᰿ 日ྜྷす ᒣ 㧗⏣ ⟪㍯ 5

保ᅵ䜿㇂区 ༓ྎ 新ᱜ䞄ୣ ቃᮌ 保ᅵ䜿㇂ 5

㔠ἑ区 ㇂ὠ ୪ᮌ➨୕ すᰘ භᾆ 5

℩㇂区 ℩㇂ 㜿ஂ ᐑἑ 5

㭯ぢ区 ▮向 㥖ᒸ 5

༡区 භ䝒ᕝす භ䝒ᕝ 5

㒔⟃区 ⏣ 5

ᡞሯ区 ⛅ⴥ ༡ᡞሯ ྡ℩ ⏕㯏 4

⥳区 㟝がୣ 青◒ 4

☾子区 ὒගྎ 4

⚄ዉᕝ区 4

ᰤ区 4

୰区 3

Ἠ区 2

す区 1

ẸႠ化ᩘ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2 42

保育所ᩘ 124 120 116 112 108 104 100 96 92 88 86 84 82

䈜ฟᡤ䠖横浜市・市❧ಖ育ᡤẸ㛫移⟶᳨ド⤖ᯝሗ࿌᭩䠄㻞㻜㻝㻝ᖺ㻥᭶䠅䜢もと䛻䚸䛭のᚋのணᐃ䜢㏣ຍ

保育園
ᩘ

図表１䠎 市立保育所からẸႠ化した保育園ྡ（ண定をྵ䜐）
　　　　年度 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

区ྡ (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) (H28)

 ༡区 ᒣྎ 日㔝 ୗỌ㇂ ༡日㔝 ➲ୗ 8

上Ọ㇂ᮾ

᪫区 㭯䞄ᓠ ୰ᕼᮃがୣ ၿ部 すᕝᓥ ୰ᑿ 7

青ⴥ区 ᰠのᮌྎ も䜏のᮌྎ ༓ⲡྎ 6

 区 ᓊ᰿ 日ྜྷす ᒣ 㧗⏣ ⟪㍯ 5

保ᅵ䜿㇂区 ༓ྎ 新ᱜ䞄ୣ ቃᮌ 保ᅵ䜿㇂ 5

㔠ἑ区 ㇂ὠ ୪ᮌ➨୕ すᰘ භᾆ 5

℩㇂区 ℩㇂ 㜿ஂ ᐑἑ 5

༡区 භ䝒ᕝす භ䝒ᕝ 5

㒔⟃区 ⏣ 5

ᡞሯ区 ⛅ⴥ ༡ᡞሯ ྡ℩ 5

㭯ぢ区 ▮向 㥖ᒸ ⏕㯏 4

⥳区 㟝がୣ 青◒ 4

☾子区 ὒගྎ 4

⚄ዉᕝ区 4

ᰤ区 4

୰区 3

Ἠ区 2

す区 1

ẸႠ化ᩘ 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 2 2 42

保育所ᩘ 124 120 116 112 108 104 100 96 92 88 86 84 82
横浜市・市立保育所Ẹ㛫移管検ド⤖ᯝ報告書（2011年9月）をもとに、䛭の後のண定を㏣加

保育園
ᩘ
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月と 2011 年 11 月に「検ド≧ἣ」がⓎ⾲され

ている。この検ドは、⛣⟶᮲௳のᒚ行≧ἣ、

保護者等へのンࢣーࢺ、⛣⟶による経㈝の

๐ῶ≧ἣなどが検ドされ、ሗ࿌᭩がまとめら

れている。2008 年の検ド結果により、⛣⟶

決定から実施までさらに 1 年ᘏ㛗しᴫࡡ 2 年

༙置くとことした。このように 3 年ࡈとのẸ

Ⴀ化の検ドを行ってきたが、今後のẸႠ化の

方向については、2014 年から 2016 年までẖ

年 2 つ⛣⟶することとされており、さࡎ所࢝

らにこれまでの⛣⟶について事業検ドを行い

ながら、2017 年௨㝆の事業計画を策定する

ことになっている。 

 一方、市❧保育所のᙺを生かすものとし

て、2001 年から市❧保育所をά用した保育

㈨※ࢿッ࣡ࢺークの構⠏事業が進められてい

る。これは、認可保育所、横浜保育室、認可

外保育施設、ᐙᗞ的保育、幼稚園預かり保育

などの保育㈨※について、10㹼20 所を࢝ 1

ークをつくることを࣡ࢺッࢿックとしてࣟࣈ

目ᣦしている。市❧保育所がྛࣟࣈックの事

ົᒁ的ᙺをはたし、༊ࡈとの≧ἣに応じて

 。ル的取り⤌みを進めてきているࢹࣔ

これは 2010 年にだされた「保育所待機児

童ゎᾘプ࢙ࣟࢪクࢺሗ࿌᭩㺁に「保育施設の

㐃ᦠによる㉁の向ୖ」をめࡊして保育のᑓ㛛

ᛶを生かした㐃ᦠを進めようとᥦされてい

たものである。 

 2014 年 4 月⌧ᅾで、༊の育児支援ࢭン

❧ー園となっている市ࢱ 24 保育所すべてで

ル実施が行われており、ྛ保育所にはࢹࣔ 1

名のᑓ௵保育士が㓄置されヨ行を行ってき

た。今年୰に 3 年㛫にわたって行われた市❧

保育所をά用したこのࣔࢹル的取り⤌みを検

ドして、ᆅᇦにおける子育て支援事業の㛤ദ

ᅇᩘの増加や内容の実をᅗることなど、具

体的方策がᥦ㉳されることになっている。 

 

 

㸱．保育㛵ಀண⟬のෆᐜとࡑの᥎⛣ 

 

（1）保育ᡤ㛵ಀ㈝の事ᴗとࡑのෆᐜ 

 横浜市の保育関係ண⟬は、大きく保育所㐠

Ⴀ㈝と保育所整備㈝にศけられている。2014

年度ண⟬᭩から、子ども㟷少年㈝の୰にあ

る、子育て支援㈝として計ୖされている保育

所㐠Ⴀ㈝、幼児教育㈝の୰の幼稚園預かり保

育⿵助事業、保育所整備㈝についてな事業

内容をまࡎぢていくことにする（ண⟬᭩のḰ

項目とな事業名とその内容についてはᅗ⾲

13 のとおりである）。 

ձ 保育ᡤ㐠Ⴀ㈝ 

 保育所㐠Ⴀ㈝は、保育を行う施設に応じ

て、認可保育所に関する㐠Ⴀ㈝、ᐙᗞ的保育

に関する㐠Ⴀ㈝と助成㈝、横浜保育室への助

成金、幼稚園の預かり保育の経㈝の助成金な

どにศけられる。そこで、2014 年度の横浜

市一⯡会計当ึண⟬の「ண⟬に関するㄝ明

᭩」から保育関係の事業名とண⟬㢠を൨༢

で⾲♧してゎㄝすることにする。 

 㹟㸬保育所基本㐠Ⴀ㈝ 

 認可保育所については、まࡎ、国の基準に

基づき児童を保育するのにᚲせとする経㈝を

支出するものとして「保育所基本㐠Ⴀ㈝」

498.2 ൨がある。市❧・⚾❧の༊ูなく保

育所の入所児童ᩘに応じてே௳㈝・事ົ㈝・

⟶⌮㈝などを✚⟬してண⟬化している。 

 㹠㸬Ẹ㛫保育所加⟬ 

 基本㐠Ⴀ㈝に加えて、Ẹ㛫保育所が横浜市

の認可基準に基づき国基準より加⟬して⫋ဨ

㓄置を行うのにᚲせとする経㈝を⿵助する

「保育事業向ୖ支援㈝」が 82.6 ൨あり、

横浜市が定める設備およࡧ㐠Ⴀ基準はᅗ⾲

14 のとおりとなっている。それに、㞀ᐖ

児、特ู支援児童、ங児およࡧ外国ே児童の 
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図表１䠏 横浜市୍⯡会計ண⟬

　➨6Ḱ　子ども青少年㈝   㡯┠ 横浜市2014年度୍⯡会計当ึண⟬書より

　1㡯 青少年㈝
　1┠ こども青年⥲務㈝
　2┠ 青少年育成㈝

　2㡯 子育て支援㈝　
　1┠ ᆅᇦ子育て支援㈝
　2┠ 保育所㐠Ⴀ㈝
　3┠ 幼児教育㈝
　4┠ ᨺ課後児童育成㈝
　5┠ 保育所整備㈝

　3㡯 子ども福祉保健㈝
　1┠ 児童措置㈝
　2┠ こども家庭福祉㈝
　3┠ ぶ子保健㈝
　4┠ こどもᡭ当㈝
　5┠ 児童福祉施設㐠Ⴀ㈝
　6┠ 児童┦ㄯ所㈝
　7┠ 児童福祉施設整備㈝

保育所㐠Ⴀ㈝等の主な事業ྡと䛭のෆᐜ 横浜市こども青少年局2014年度事業計画書より

┠ྡ 事　業　ྡ 事　業　の　ෆ　ᐜ

2┠ 保育所㐠Ⴀ㈝ 

保育所基本㐠Ⴀ㈝ 国基‽のேဨ配置にᚲせなே௳㈝、事業㈝、管⌮㈝などをධ所児童ᩘに応䛨て支ᘚする

保育事業向上支援㈝ 横浜市の認可基‽䛷Ẹ㛫保育所を㐠Ⴀするためにᚲせな⤒㈝の⿵ຓを⾜䛖

≉定保育向上支援㈝ 㞀ᐖ児、≉定支援児童、ங児、外国ே児童などの保育に対してᚲせな⤒㈝の⿵ຓを⾜䛖

市立保育所㐠Ⴀ㈝ 市立保育所の㐠Ⴀにᚲせな事業㈝を計上、定ဨ外ධ所をぢ㎸䜏、区役所に䛚いてᇳ⾜する。

市立・長㛫保育事業㈝ ཎ๎保育㛫を㉸䛘た長㛫保育を⾜䛖市立保育所にᚲせな事業⤒㈝

市立・≉定保育向上支援（㞀ᐖ児）保育事業㈝ 㞀ᐖ児、≉ู支援児童、外国ே児童の保育に対してᚲせな䜰ル䝞䜲ト等の㞠⏝を⾜䛖事業㈝

市立・管⌮㐠Ⴀ事業㈝ 市立保育所2園の管⌮㐠Ⴀに䛴いて、ᣦ定管⌮⪅に支ᘚするᣦ定管⌮ᩱ

市立・≉ู(୍)保育事業 市立保育所䛷≉ู（୍）保育を⾜䛖事業㈝

㏦㏄ステーション事業㈝ 㥐前等౽ᛶの㧗いሙ所に㏦㏄ステーションを設置し、㑹外の」ᩘの保育所に㏦㏄を実施する

保育士等ฎ㐝改ၿ⮫≉事業㈝ 国の保育士等ฎ㐝改ၿ⮫≉事業䛷、㈤㔠等を上䛫したẸ㛫保育所に対してຓ成を⾜䛖

3┠ 幼児教育㈝

5┠ 保育所整備㈝

保育所整備事業 待機児童解消を⥅⥆してい䛟ため、ᚲせな保育所䛚よ䜃幼保連ᦠ型認定こども園を整備する

保育所⪁ᮙ改ၿ事業 認可保育所の、⪁ᮙ化にక䛖改⠏ᕤ事にᚲせな設計・解体撤ཤ・ᘓ設㈝などの㈝⏝をຓ成する

保育所㈤ᩱ⿵ຓ事業 ㈤≀௳のᘓ≀・ᅵᆅの⿵ຓ等を⾜䛖ことにより、保育所設置をಁ進する。

ᑠつᶍ保育モデル整備事業 子ども・子育て支援新制度䛷新たに設置䛥䜜るᑠつᶍ保育事業に䛴いての整備㈝をຓ成する。

୍保育、ఇ日保育、24㛫型緊急୍保育事業を実施するẸ㛫保育所に、ᚲせな⤒㈝をຓ成する

家庭保育事業㈝ 家庭保育福祉ဨが⮬Ꮿ等の家庭的保育⎔ቃの୰䛷福祉ဨ１ேに対して䠏ேま䛷の保育を⾜䛖事業㈝

市⊂⮬の基‽を‶たす認可外保育所に対して、横浜保育室として保育Ỉ‽の☜保、保育ᩱ㍍ῶなどの⤒㈝
をຓ成する。

幼稚園等≉ู支援教育㈝⿵ຓ事業㈝ ⚾立幼稚園にᅾ園する㞀ᐖ児に対し、㞀ᐖに応䛨た㐺ษな教育が⾜䜟䜜るよ䛖、⤒㈝の୍部を⿵ຓする

保育コンシェルジュ事業㈝ 保育をᕼᮃする保ㆤ書の┦ㄯに応䛨、䝙ー䝈にྜ䛳た保育䝃ービスのᥦ౪を⾜䛖ᑓ㛛┦ㄯဨの㞠⏝⤒㈝

幼稚園預かり保育等⿵ຓ事業㈝ ⚾立幼稚園䛷保育をᚲせとする3～5ṓ児を対㇟とした長㛫保育を⾜䛖事業の㐠Ⴀ㈝を⿵ຓする

幼稚園⿵ຓ事業㈝ ⚾立幼稚園の施設・設備等の⤒㈝のຓ成や、預かり保育を⾜䛖園に対する㜵⅏備のための⿵ຓを⾜䛖

Ẹ㛫児童福祉施設ൾ㑏㔠ຓ成事業
Ẹ㛫児童福祉施設整備のためにධ㔠をཷけた法ேに、福祉་⒪機構、市୰㖟⾜などධඛに応䛨て୍定
ྜのຓ成を⾜い、事業⪅の㈇担㍍ῶを図る。

ཎ๎保育㛫（8㛫）を㉸䛘て保育するẸ㛫保育所に、長㛫保育のためにᚲせな⤒㈝をຓ成するẸ㛫保育・長㛫保育事業㈝

児・後児保育事業㈝
Ẽまた䛿ᅇ期に䛒る㞟ᅋ保育がᅔ㞴な児童を、児・後児保育室䛷預かる保育施設にᚲせな⤒㈝を
ຓ成する。

横浜保育室ຓ事業㈝成

NPO等をά⏝した家庭的保育事業㈝
事業⪅が୍⯡のఫᏯ等に設置する保育施設䛷、保育⪅を㞠⏝して6～9ேの定ဨ䛷⾜䛖保育事業にຓ成す
る。

新設4㻚5ṓ児室をά⏝した年度限定型保育
新設保育所䛷定ဨに‶たない4～5ṓ児室をά⏝し、ධ所保␃にな䛳た1～2ṓ児を1年限定䛷ཷけධ䜜、䛭
の⤒㈝をຓ成する。

幼稚園等就園ዡບ⿵ຓ事業㈝
⚾立幼稚園の就園にక䛖保ㆤ⪅の⤒῭的㈇担を㍍ῶするため、ධ園ᩱと保育ᩱに䛴いてῶචしたሙྜにຓ
成する

ᑠつᶍ保育⤥㈝ຓ成モデル事業㈝ 新たな創設䛥䜜る定ဨ10～19ேのᑠつᶍ保育事業をඛ取り実施し、保育にせする⤒㈝の୍部をຓ成する。

≉ู保育事業㈝

図表１䠏 横浜市୍⯡会計ண⟬

　➨6Ḱ　こども青少年㈝   㡯┠ 横浜市2014年度୍⯡会計当ึண⟬書より

　1㡯 青少年㈝
　1┠ こども青年⥲務㈝
　2┠ 青少年育成㈝

　2㡯 子育て支援㈝　
　1┠ ᆅᇦ子育て支援㈝
　2┠ 保育所㐠Ⴀ㈝
　3┠ 幼児教育㈝
　4┠ ᨺ課後児童育成㈝
　5┠ 保育所整備㈝

　3㡯 こども福祉保健㈝
　1┠ 児童措置㈝
　2┠ こども家庭福祉㈝
　3┠ ぶ子保健㈝
　4┠ こどもᡭ当㈝
　5┠ 児童福祉施設㐠Ⴀ㈝
　6┠ 児童┦ㄯ所㈝
　7┠ 児童福祉施設整備㈝

保育所㐠Ⴀ㈝等の主な事業ྡと䛭のෆᐜ 横浜市こども青少年局2014年度事業計画書より上ᯘ作成

┠ྡ 事　業　ྡ 事　業　の　ෆ　ᐜ

2┠ 保育所㐠Ⴀ㈝ 

保育所基本㐠Ⴀ㈝ 国基‽のேဨ配置にᚲせなே௳㈝、事業㈝、管⌮㈝などをධ所児童ᩘに応䛨て支ᘚする

保育事業向上支援㈝ 横浜市の認可基‽䛷Ẹ㛫保育所を㐠Ⴀするためにᚲせな⤒㈝の⿵ຓを⾜䛖

≉定保育向上支援㈝ 㞀ᐖ児、≉定支援児童、ங児、外国ே児童などの保育に対してᚲせな⤒㈝の⿵ຓを⾜䛖

市立保育所㐠Ⴀ㈝ 市立保育所の㐠Ⴀにᚲせな事業㈝を計上、定ဨ外ධ所をぢ㎸䜏、区役所に䛚いてᇳ⾜する。

市立保育所長㛫保育事業 ཎ๎保育㛫を㉸䛘た長㛫保育を⾜䛖市立保育所にᚲせな事業⤒㈝

市立保育所≉定保育向上支援（㞀ᐖ児）事業㞀ᐖ児、≉ู支援児童、外国ே児童の保育に対してᚲせな䜰ル䝞䜲ト等の㞠⏝を⾜䛖事業㈝

市立保育所管⌮㐠Ⴀ事業 市立保育所2園の管⌮㐠Ⴀに䛴いて、ᣦ定管⌮⪅に支ᘚするᣦ定管⌮ᩱ

市立保育所≉ู(୍)保育事業 市立保育所䛷≉ู（୍）保育を⾜䛖事業㈝

㏦㏄保育ステーション事業 㥐前等౽ᛶの㧗いሙ所に㏦㏄ステーションを設置し、㑹外の」ᩘの保育所に㏦㏄を実施する

保育士等ฎ㐝改ၿ⮫≉事業 国の保育士等ฎ㐝改ၿ⮫≉事業䛷、㈤㔠等を上䛫したẸ㛫保育所に対してຓ成を⾜䛖

3┠ 幼児教育㈝

5┠ 保育所整備㈝

保育所整備事業 待機児童解消を⥅⥆してい䛟ため、ᚲせな保育所䛚よ䜃幼保連ᦠ型認定こども園を整備する

保育所⪁ᮙ改⠏事業 認可保育所の、⪁ᮙ化にక䛖改⠏ᕤ事にᚲせな設計・解体撤ཤ・ᘓ設㈝などの㈝⏝をຓ成する

保育所㈤ᩱ⿵ຓ事業 ㈤≀௳のᘓ≀・ᅵᆅの⿵ຓ等を⾜䛖ことにより、保育所設置をಁ進する。

ᑠつᶍ保育モデル整備事業 子ども・子育て支援新制度䛷新たに設置䛥䜜るᑠつᶍ保育事業に䛴いての整備㈝をຓ成する。

୍保育、ఇ日保育、24㛫型緊急୍保育事業を実施するẸ㛫保育所に、ᚲせな⤒㈝をຓ
成する

家庭保育事業
家庭保育福祉ဨが⮬Ꮿ等の家庭的保育⎔ቃの୰䛷福祉ဨ１ேに対して䠏ேま䛷の保育を⾜䛖事
業㈝

市⊂⮬の基‽を‶たす認可外保育所に対して、横浜保育室として保育Ỉ‽の☜保、保育ᩱ㍍
ῶなどの⤒㈝をຓ成する。

⚾立幼稚園等≉ู支援教育㈝⿵ຓ事業
⚾立幼稚園にᅾ園する㞀ᐖ児に対し、㞀ᐖに応䛨た㐺ษな教育が⾜䜟䜜るよ䛖、⤒㈝の୍部を
⿵ຓする

保育コンシェルジュ事業
保育をᕼᮃする保ㆤ書の┦ㄯに応䛨、䝙ー䝈にྜ䛳た保育䝃ービスのᥦ౪を⾜䛖ᑓ㛛┦ㄯဨの
㞠⏝⤒㈝

⚾立幼稚園預かり保育等事業
⚾立幼稚園䛷保育をᚲせとする3～5ṓ児を対㇟とした長㛫保育を⾜䛖事業の㐠Ⴀ㈝を⿵ຓす
る

⚾立幼稚園⿵ຓ事業
⚾立幼稚園の施設・設備等の⤒㈝のຓ成や、預かり保育を⾜䛖園に対する㜵⅏備のための⿵
ຓを⾜䛖

Ẹ㛫児童福祉施設ൾ㑏㔠ຓ成事業
Ẹ㛫児童福祉施設整備のためにධ㔠をཷけた法ேに、福祉་⒪機構、市୰㖟⾜などධඛ
に応䛨て୍定ྜのຓ成を⾜い、事業⪅の㈇担㍍ῶを図る。

ཎ๎保育㛫（8㛫）を㉸䛘て保育するẸ㛫保育所に、長㛫保育のためにᚲせな⤒㈝をຓ
成する

Ẹ㛫保育所長㛫保育事業

児・後児保育事業
Ẽまた䛿ᅇ期に䛒る㞟ᅋ保育がᅔ㞴な児童を、児・後児保育室䛷預かる保育施設にᚲ
せな⤒㈝をຓ成する。

横浜保育室事業㈝ຓ成㔠

NPO等をά⏝した家庭的保育事業
事業⪅が୍⯡のఫᏯ等に設置する保育施設䛷、保育⪅を㞠⏝して6～9ேの定ဨ䛷⾜䛖保育事
業にຓ成する。

新設4・5ṓ児室をά⏝した年度限定型保育
新設保育所䛷定ဨに‶たない4～5ṓ児室をά⏝し、ධ所保␃にな䛳た1～2ṓ児を1年限定䛷ཷ
けධ䜜、䛭の⤒㈝をຓ成する。

⚾立幼稚園等就園ዡບ⿵ຓ事業
⚾立幼稚園の就園にక䛖保ㆤ⪅の⤒῭的㈇担を㍍ῶするため、ධ園ᩱと保育ᩱに䛴いてῶච
したሙྜにຓ成する

ᑠつᶍ保育⤥㈝ຓ成モデル事業
新たな創設䛥䜜る定ဨ10～19ேのᑠつᶍ保育事業をඛ取り実施し、保育にせする⤒㈝の୍部を
ຓ成する。

≉ู保育事業

横浜市こども青少年局 2014 年度事業計画書より上林作成
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保育にᚲせな経㈝を⿵助する「特定保育向ୖ

支援㈝」29.3 ൨、基準の㸶時㛫を㉸え 11

時㛫までの㛗時㛫保育と、11 時㛫を㉸えて

ᘏ㛗保育を行うのにᚲせな経㈝を対象児童ᩘ

に応じて助成する「Ẹ㛫保育所㛗時㛫事業」

117.1 ൨（ᅗ⾲ 6�2 ཧ↷）、一時保育、ఇ

᪥保育およࡧ 24 時㛫ᆺ⥭ᛴ保育を行うのに

ᚲせな経㈝を助成する「特ู保育事業」8.1

൨、さらに児保育、後保育など㞟ᅋ保

育がᅔ㞴な児童を児・後保育室で預かる

のにᚲせな経㈝を助成する「児・後保育

事業」3.2 ൨などが基本㐠Ⴀ㈝のに加⟬

される。これらの加⟬をまとめた 240.4 ൨

を、この✏では「Ẹ㛫保育所加⟬」と呼ࡪこ

とにする。 

 㹡㸬市❧保育所加⟬ 

 市❧保育所については、施設㐠Ⴀにあたる

კクဨ・ルࢺࣂの㈤金、事ົ経㈝やග⇕

水㈝、⤥㣗㈝と᪥ᖖᮦᩱ㈝などの「市❧保育

所㐠Ⴀ㈝」25.6 ൨、Ẹ㛫保育所と同様に

「㛗時㛫保育事業」21.6 ൨、「特定保育向

ୖ支援㈝（㞀ᐖ児等）」5.1 ൨、「特ู保

育事業（一時保育等）」1.2 ൨がそれࡒれ

ண⟬化されている。このに、㸰࢝所あるබ

設ẸႠの保育所のᣦ定⟶⌮者への「⟶⌮㐠Ⴀ

事業㈝」3.1 ൨がある。これらをまとめた

56.7 ൨をここでは「市❧保育所加⟬」と呼

 。ことにするࡪ

 市❧保育所の保育士など正つ⫋ဨの⤥

は、ண⟬⦅成ୖ、ᒁ内のすべての正つ⫋ဨの

⤥㈝を一ᣓして「こども㟷少年⥲ົ㈝」の

ෑ㢌に計ୖすることとされている（ᆅ方自治

法施行つ๎➨ 14 ᮲、ูグ・ண⟬ㄪ整の様

式）ことから、保育事業に従事する⫋ဨの⤥

㈝だけをண⟬᭩からᢳ出することはではで

きない⤌みになっている。 

䚷図表㻝㻠 ಖ育ᡤのタഛཬ䜃㐠Ⴀᇶ‽ 䈜ฟ所䠖横浜市子ども子育て会議㈨ᩱより

㡯┠ 主なෆᐜ

　䛆ᚲ置⫋ဨ䛇　　䕿保育士、კク་　　　

　⫋ဨ配置基‽ 　䛆外的に置かないことが䛷䛝る⫋ဨ䛇　　䕿ㄪ⌮ဨ

　㐠Ⴀ基‽ 国基‽ 横浜市せ⥘による配置基‽

　䠌ṓ児　　ᴫ䛽　䠏　䠖　１ 　　　䠏　䠖　１

　⫋ဨ配置基‽ 　１ṓ児　　　〃　 䠒　䠖　１ 　　　䠐　䠖　１

　䠎ṓ児　　　〃　 䠒　䠖　１ 　　　䠑　䠖　１

　䠏ṓ児　　　〃　20　䠖　１ 　　 15　䠖　１

　䠐ṓ児௨上　〃30  䠖　１ 　　 24　䠖　１

　保育所保育ᣦ針（ᖹ成20年3月28日ཌ⏕ປാ┬告♧➨141ྕ）

　保育ෆᐜ 　䛆㣴ㆤ䛇　⏕の保ᣢ、⥴のᏳ定（䛽らいとෆᐜが᫂グ）

　䛆教育䛇　健ᗣ、ே㛫関係、⎔ቃ、ゝㄒ、表⌧（䛽らいとෆᐜが᫂グ）

　䕿保育室また䛿㐟ᡙ室（䠎ṓ௨上）

　䕿ங児室また䛿䜋䜅䛟室（䠎ṓᮍ‶）

　䕿་務室　　䕿౽所　　䕿ㄪ⌮室　　

　設置基‽ 　䕿ᒇ外㐟ᡙሙ（㏆所のබ園、⚄社のቃෆ等䛷代᭰可）

　ங児室また䛿䜋䜅䛟室 　‶䠎ṓᮍ‶　䠏䠊䠏䟝䠋ே

　保育室また䛿ᒇෆ㐟ᡙ室 　‶䠎ṓ௨上　１䠊䠕䠔䟝䠋ே

　ᒇ外㐟ᡙሙ 　‶䠎ṓ௨上　䠏䠊䠏䟝䠋ே

　㻖市長が≉に認めたሙྜに䛒䛳て䛿、保育所の㏆に䛒るᒇ外

　　㐟ᡙሙにኚ䜟る䜉䛝ሙ所をྵ䜐

備䛘なけ䜜䜀ならない施設

　図表14 保育所の設備ཬ䜃㐠Ⴀ基‽ 横浜市子ども子育て会議㈨ᩱより

㡯┠ 主なෆᐜ

　䛆ᚲ置⫋ဨ䛇　　䕿保育士、კク་　　　

　⫋ဨ配置基‽ 　䛆外的に置かないことが䛷䛝る⫋ဨ䛇　　䕿ㄪ⌮ဨ

　㐠Ⴀ基‽ 国基‽ 横浜市せ⥘による配置基‽

　䠌ṓ児　　ᴫ䛽　䠏　䠖　１ 　　　䠏　䠖　１

　⫋ဨ配置ᩘ 　１ṓ児　　　〃　 䠒　䠖　１ 　　　䠐　䠖　１

　⫋ဨ配置ᩘ 　䠎ṓ児　　　〃　 䠒　䠖　１ 　　　䠑　䠖　１

　䠏ṓ児　　　〃　20　䠖　１ 　　 15　䠖　１

　䠐ṓ児௨上　〃30  䠖　１ 　　 24　䠖　１

　保育所保育ᣦ針（ᖹ成20年3月28日ཌ⏕ປാ┬告♧➨141ྕ）

　保育ෆᐜ 　䛆㣴ㆤ䛇　⏕の保ᣢ、⥴のᏳ定（䛽らいとෆᐜが᫂グ）

　䛆教育䛇　健ᗣ、ே㛫関係、⎔ቃ、ゝㄒ、表⌧（䛽らいとෆᐜが᫂グ）

　䕿保育室また䛿㐟ᡙ室（䠎ṓ௨上）

　䕿ங児室また䛿䜋䜅䛟室（䠎ṓᮍ‶）

　䕿་務室　　䕿౽所　　䕿ㄪ⌮室　　

　設置基‽ 　䕿ᒇ外㐟ᡙሙ（㏆所のබ園、⚄社のቃෆ等䛷代᭰可）

　ங児室また䛿䜋䜅䛟室 　‶䠎ṓᮍ‶　䠏䠊䠏䟝䠋ே

　保育室また䛿ᒇෆ㐟ᡙ室 　‶䠎ṓ௨上　１䠊䠕䠔䟝䠋ே

　ᒇ外㐟ᡙሙ 　‶䠎ṓ௨上　䠏䠊䠏䟝䠋ே

　㻖市長が≉に認めたሙྜに䛒䛳て䛿、保育所の㏆に䛒るᒇ外

　　㐟ᡙሙにኚ䜟る䜉䛝ሙ所をྵ䜐

備䛘なけ䜜䜀ならない施設
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 ௨ୖが認可保育所に関する経㈝のなもの

である。 

 㹢㸬ᐙᗞ的保育事業 

 ᐙᗞ的保育については、ᐙᗞ保育福祉ဨに

よる㸱歳未満児の保育にᚲせな経㈝を児童ᩘ

に応じて支出する「ᐙᗞ的保育事業」3.6 ൨

、㹌㹎㹍などの事業者が保育者を雇用して

自ᕫ所᭷またはりୖࡆた建≀でᑠつᶍの保

育を行うのにᚲせな経㈝を助成する「㹌㹎㹍

等をά用したᐙᗞ的保育事業」6.9 ൨があ

る。ᐙᗞ的保育はあわࡏて 10.5 ൨となっ

ている。 

 㹣㸬横浜保育室など認可外保育施設 

認可外保育としては、市が認定した横浜保

育室に対して市の定める一定の保育水準を保

つためにᚲせな㈝用と、ங幼児保育の経㈝に

ついて入所児童ᩘに応じて助成する「横浜保

育室事業助成金」75.8 ൨がある。この୰に

は市が保育ᩱのୖ㝈を設定して保護者への㍍

ῶをはかっていることに対する助成金なども

ྵまれている。 

 さらにࣅ࣋ーࢸ࣍ルなどの認可外保育施設

について、保育内容、健ᗣ⟶⌮、施設のᏳ

などについてᣦᑟ┘╩をᙉ化したり、児童の

ฎ㐝向ୖに向けての助成を行う「認可外保育

施設ᣦᑟ┘╩・助成事業」0.2 ൨がண⟬化

されている。 

 このにも、㥐๓など利用に౽利なሙ所に

㏦㏄ࢸࢫーションを設置して、保護者から児

童を一時預かって㑹外の」ᩘの保育所へ㏦㏄

する「㏦㏄保育ࢸࢫーション事業」0.5 ൨

、保育に関するᑓ㛛相談ဨを置き保育相談

や入所保␃となった児童の横浜保育室や預か

り保育への᩷᪕を行う「保育ࢥンシ࢙ルࣗࢪ

事業」1 ൨など横浜独自の施策もண⟬化さ

れている。 

 㹤㸬2014 年度新つ事業 

 2014 年度の新つ事業として、「保育士等

ฎ㐝改ၿ⮫時特事業」12.0 ൨、「ᑠつᶍ

保育⤥㈝助成ࣔࢹル事業」1.7 ൨、「新

設 4・5 歳児室をά用した年度㝈定保育」1.3

൨がある。 

 「保育士等ฎ㐝改ၿ⮫時特事業」は、国

が 2012 年度の経済対策⿵正ண⟬で設した

もので、横浜市では 2003 年 5 月の⿵正ண⟬

で事業が始められたものである。国基準で㓄

置されている保育士の待㐝を改ၿするため通

ᖖの保育所㐠Ⴀ㈝とはูにされるもので

あり、┴の「Ᏻᚰ子ども基金」にୖࡏされ

た㈈※から当される。また、市が国基準に

ୖࡏして㓄置している保育士に対しても一

⯡㈈※をά用して㈤金改ၿを行うことになっ

ている。 

 「ᑠつᶍ保育⤥㈝育成ࣔࢹル事業」は、

2015 年度から始められる子ども子育て新制

度のうち、定ဨ 10㹼19 ேのᑠつᶍ保育を実

施する事業者に対して制度を先取りして実施

するもので、保育にせする㈝用の一部を助成

する。「新設 4・5 歳児室をά用した年度㝈

定保育事業」は、2014 年 4 月の新設保育所

で定ဨに満たない 4・5 歳児室をά用して、

保育所の入所保␃となった 1・2 歳児を 2014

年度㝈定でཷけ入れ、保育を実施した保育所

に保育にᚲせな経㈝の一部を⿵助するもので

ある。 

 ௨ୖがண⟬᭩の保育所㐠Ⴀ㈝に計ୖされた

な保育関係事業ண⟬であるが、このかに

もண⟬᭩の「保育所㐠Ⴀ㈝」には、保育所等

⫋ဨ◊ಟ事業、保育士ᐟ⯋りୖࡆ支援事

業、保育所㐠Ⴀ事ົ㈝など 10 事業どண⟬

が計ୖされ、「保育所㐠Ⴀ㈝」は合計 906.4

൨が計ୖされている。 

 㹥㸬⚾❧幼稚園預かり保育等⿵助事業㈝ 

 保育所㐠Ⴀ㈝のに、幼児教育㈝の୰に計

ୖされている「⚾❧幼稚園預かり保育等⿵助

事業㈝㺁14 ൨がある。これは、幼稚園のᣢ

つ保育㈨※を利用して、保育をᚲせとする㸱

㹼５歳児を対象に、正つの教育時㛫を㉸えて
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㛗時㛫の保育を実施する幼稚園に対して、㐠

Ⴀ㈝を⿵助するものである。 

 ண⟬ୖの「保育所㐠Ⴀ㈝」すべてと、幼児

教育㈝の୰の「幼稚園預かり保育」とをあわ

たࡏ 920.5 ൨を、この✏では「保育所㐠Ⴀ

㈝」と呼ࡪことにする。 

 保育施設ูに保育所基本㐠Ⴀ㈝、Ẹ㛫保育

所への加⟬、市❧保育所への加⟬、ᐙᗞ的保

育、横浜保育室とそののண⟬㢠をࢢラࣇ化

したのがᅗ⾲ 15�1 である。基本㐠Ⴀ㈝

（54.1㸣）、Ẹ㛫保育所加⟬（26.1㸣）・市

❧保育所加⟬（6.2㸣）をྵめて認可保育所

関係のண⟬が 86.4㸣と 4 ศの 3 を༨めている

ことがศかる。 

 また、この 2014 年度ண⟬から保育所㐠Ⴀ

㈝の㈈※内ヂをぢたのが、ᅗ⾲ 15�2 であ

る。国・┴支出金が⣙ 2 （18.1㸣）保育ᩱ

など特定㈈※が 4 ศの 1（25.9㸣）でṧりが

一⯡㈈※となっている。 

ղ 保育ᡤᩚഛ㈝ 

 2014 年度の保育所整備㈝は 61.2 ൨であ

る。内ヂは、Ẹ㛫保育所の新設にあたっての

⿵助金や認定こども園（幼保㐃ᦠᆺ）の整備

㈝の⿵助金などが「保育整備事業」41.8 ൨

である。そのかに、⪁ᮙ化した保育所の改

⠏ᕤ事に助成する「Ẹ㛫保育所⪁ᮙ改⠏事

業」5.7 ൨、保育所の⪏㟈化ᕤ事㈝を助成

する「Ẹ㛫保育所⪏㟈対策事業」0.9 ൨、

Ẹ㛫保育所の施設建設にあたっての入金を

対象として、そのൾ㑏金の一部を助成する

「Ẹ㛫施設ൾ㑏金助成事業」3.2 ൨、保育

所のᅵᆅや建≀が入≀௳であるものに対し

て㈤ᩱの一部を⿵助する「Ẹ㛫保育所㈤

ᩱ⿵助事業」5.7 ൨などである。 

ᇶᮏ㐠Ⴀ㈝͕ 
ϰϵϴ͘ϭϴ͕ ϱϰ͘ϭй

Ẹ㛫ಖ育ᡤຍ

⟬͕ ϮϰϬ͘ϯϲ͕ 
Ϯϲ͘ϭй

市❧ಖ育ᡤຍ

⟬͕ ϱϲ͘ϲϵ͕ ϲ͘Ϯй
横浜ಖ育䈈

䛭の͕ ϰϵ͘ϰϲ͕ 
ϱ͘ϰй

ಖ育ᡤ㐠Ⴀ㈝のタูෆヂ䠄ϮϬϭϰᖺᗘண⟬䠅

ᩘ್䛿ண⟬㢠䠖൨

図表ϭϱͲϭ

国ᗜ支ฟ㔠͕ 
ϭϲϯ͘ϭϱ͕ ϭϳ͘ϳй

┴支ฟ㔠͕ 
ϯ͘ϲϮ͕ Ϭ͘ϰй

ಖ育ᩱ䛺ど͕ 
Ϯϯϴ͘ϰϰ͕ Ϯϱ͘ϵй

୍⯡㈈※͕ 
ϱϭϱ͘Ϯϰ͕ ϱϲ͘Ϭй

ಖ育ᡤ㐠Ⴀ㈝の㈈※ෆヂ;ϮϬϭϰᖺᗘண⟬Ϳ
ᩘ್䛿ண⟬㢠䠖൨

図表ϭϱͲϮ

ᇶᮏ㐠Ⴀ㈝͕ 
ϰϵϴ͘ϭ͕ ϱϰ͘ϭйẸ㛫ಖ育ᡤຍ

⟬͕ ϮϰϬ͘ϰ͕ Ϯϲ͘ϭй

市❧ಖ育ᡤຍ

⟬͕ ϱϲ͘ϳ͕ ϲ͘Ϯй

横浜ಖ育ᐊ͕ 
ϳϱ͘ϴ͕ ϴ͘Ϯй

䛭の͕ ϰϵ͘ϰϲ͕ 
ϱ͘ϰй

ಖ育ᡤ㐠Ⴀ㈝のタูෆヂ䠄ϮϬϭϰᖺᗘண

⟬䠅

ᩘ್䛿ண⟬㢠䠖൨

国ᗜ支ฟ㔠͕ 
ϭϲϯ͘ϭ͕ ϭϳ͘ϳй

┴支ฟ㔠͕ ϯ͘ϲ͕ 
Ϭ͘ϰй

ಖ育ᩱ䛺ど͕ 
Ϯϯϴ͘ϰ͕ Ϯϱ͘ϵй

୍⯡㈈※͕ 
ϱϭϱ͘Ϯ͕ ϱϲ͘Ϭй

ಖ育ᡤ㐠Ⴀ㈝の㈈※ෆヂ;ϮϬϭϰᖺᗘண⟬Ϳ

ᩘ್䛿ண⟬㢠䠖൨

ᇶᮏ㐠Ⴀ㈝͕ 
ϰϵϴ͘ϭ͕ ϱϰ͘ϭйẸ㛫ಖ育ᡤຍ

⟬͕ ϮϰϬ͘ϰ͕ Ϯϲ͘ϭй

市❧ಖ育ᡤຍ

⟬͕ ϱϲ͘ϳ͕ ϲ͘Ϯй

横浜ಖ育ᐊ͕ 
ϳϱ͘ϴ͕ ϴ͘Ϯй

䛭の͕ ϰϵ͘ϰϲ͕ 
ϱ͘ϰй

ಖ育ᡤ㐠Ⴀ㈝のタูෆヂ䠄ϮϬϭϰᖺᗘண

⟬䠅

ᩘ್䛿ண⟬㢠䠖൨

国ᗜ支ฟ㔠͕ 
ϭϲϯ͘ϭ͕ ϭϳ͘ϳй

┴支ฟ㔠͕ ϯ͘ϲ͕ 
Ϭ͘ϰй

ಖ育ᩱ䛺ど͕ 
Ϯϯϴ͘ϰ͕ Ϯϱ͘ϵй

୍⯡㈈※͕ 
ϱϭϱ͘Ϯ͕ ϱϲ͘Ϭй

ಖ育ᡤ㐠Ⴀ㈝の㈈※ෆヂ;ϮϬϭϰᖺᗘண⟬Ϳ

ᩘ್䛿ண⟬㢠䠖൨

数値は予算額：億
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 また、新つ事業として๓㏙した「ᑠつᶍ保

育ࣔࢹル事業」を行う事業者に、新たな整備

事業への⿵助と㈤ᩱへの⿵助として「ᑠつ

ᶍ保育ࣔࢹル整備事業」5.7 ൨がண⟬化さ

れている。 

ձ保育所㐠Ⴀ㈝とղ保育所整備㈝とを合ࡏ

て「保育所関係ண⟬」と呼ࡪことにするが、

��1� 年度は 1�����1 ൨が計ୖされている

（ูᥖ㈨ᩱ５ཧ↷）。 
 

（�）保育ᡤண⟬の᥎⛣と 

ᐃဨ、ᚅᶵඣ❺ᩘ࡞の㛵ಀ  

 横浜市の保育関係ண⟬は、保育所を担当す

るᒁが 2002 年度までは福祉ᒁであったが、

2003 年から 2005 年度までは子育て推進事業

本部と福祉ᒁにศかれて事業ᇳ行が行われ、

2006 年度からは⌧ᅾの子ども㟷少年ᒁで一

ᣓしてᢅうことになった。そのため、ண⟬ୖ

のḰが 2006 年度までは「福祉㈝」に計ୖさ

れ（㈨ᩱ㸲ཧ↷）、同年にこども㟷少年ᒁの

Ⓨ㊊にకい「こども㟷少年㈝」が設される

ことになったが、2006 年度のண⟬⦅成時は

まだ福祉ᒁであったため同年の当ึண⟬では

「福祉㈝」で計ୖされており、2007 年から

「こども㟷少年㈝」に計ୖされている。 

 ᒁのኚ㑄にకいண⟬のḰ項目名もኚわって

いくとともに、子ども子育ての具体的な事業

名もኚわっていった。えば、⌧ᅾの国基準

の「保育所基本㐠Ⴀ㈝」はたࢇに「保育所㐠

Ⴀ㈝」と呼ばれており、そののẸ㛫保育所

加⟬は「法定外援助㈝」となっていた。 

 事業ูの経㈝については、ண⟬㢠よりも決

⟬㢠による実⦼でぢるのが正確ではあるが、

一⯡会計ண⟬᭩では「目」の୰の「ㄝ明」ḍ

に⣽目の事業ูண⟬㢠がグされているが、

決⟬᭩（「歳入歳出決⟬事項ู明⣽᭩」）に

はண⟬Ḱ項目ูの決⟬㢠が明♧されているだ

けであり、事業ูの決⟬㢠は⾲グされていな

い。このため、ẖ年の当ึண⟬㢠の事業ูண

⟬㢠を୰ᚰに、その推⛣をぢていくことにす

る。ண⟬Ḱ項目のኚ㑄は㈨ᩱ㸲㹼５のよう

に、2000 年度から 2006 年度までと、2007 年

度௨㝆とにูグしている。 

ձ保育ᡤのᐃဨと保育ᡤ㐠Ⴀ㈝の᥎⛣ 

  定ဨの増加とண⟬の増加をࢢラࣇにしたの

がᅗ⾲ 16�1 であり、この㛫の対๓年度との

ண⟬増加㢠と、ண⟬と定ဨの対๓年ఙࡧ率を

ぢたのがᅗ⾲ 16�2 である。2000 年から 2013

年までに横浜市の保育所ᩘと定ဨは、236 ࢝

所・2  2�312 ேから 580 所・4࢝  8�916 ே

になり、344 所・2࢝  6�604 ே増加し、保

育所ᩘは 1.5 ಸ、定ဨは 1.2 ಸになってい

る。また、保育所㐠Ⴀ㈝も 320 ൨から

859.4 ൨に 539.2 ൨ 1.7 ಸにఙࡧている。 

 定ဨでぢると 2004 年から 2005 年までがそ

れࡒれ⣙ 3�100 ேと大きく増加し、2012 年も

⣙ 3�600 ே、2013 年には⣙ 5�300 ேと最も大

きく増加している。ண⟬㢠でぢてもࡰ同様

で、2005 年と 2006 年度、2010 年度௨㝆のẖ

年が大きく増加していたことをㄞみ取ること

ができる。 

 特に定ဨ増加は基本㐠Ⴀ㈝の増加に┤結

し、ண⟬増加の最大のせᅉとなっている。ま

たẸ㛫による保育所整備が進ࢇだことから、

Ẹ㛫保育所加⟬が大きくఙࡧており、๓㏙の

ように市❧保育所はẖ年 4 つẸႠ化しࡎ所࢝

てきていることからとࢇどఙࡧはないこと

がศかる。 

ղ保育ᡤ㐠Ⴀ㈝の㈈※ෆヂの᥎⛣ 

 保育所ண⟬の㈈※は、国基準の⫋ဨ㓄置に

よる㐠Ⴀ㈝（基本㐠Ⴀ㈝）についてみると、

ཎ๎的にはᚲせ経㈝のうち保育ᩱなど特定㈈

※をᕪしᘬいて、ṧりを国と自治体とが༙ศ

つ負担することになっている。しかし、横ࡎ

浜市の基準により国基準をୖᅇる保育士等の

㓄置を行うためにᚲせな経㈝は横浜市の一⯡

㈈※で㢠負担することになっている（保育

事業向ୖ支援㈝）。 
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㛗時㛫保育（11 時㛫まで）の経㈝について

は、1 ⛬度の国ᗜ⿵助がついており、11 時

㛫௨ୖのᘏ㛗保育については 1 時㛫あたり

1�700 のᘏ㛗ᩱ金を保護者が負担すること

になっている。また、一時保育などの特ู保

育については、┴が 2 、国が 1 で合わࡏ

て 3 どの⿵助金がある。ᐙᗞ的保育につ

いては、ᐙᗞ保育福祉ဨは事業㈝の 3 ᙅの

国┴支出金が⥆いており、㹌㹎㹍等のᐙᗞ的

保育事業は 3 ศの 1 ⛬度の国┴支出金であっ

たが、2014 年度には⣙༙ศの国┴支出金を

ぢ㎸み、その合が大きく増えているのが特

ᚩ的である。 

 横浜市独自の基準に基づく横浜保育室など

認可外保育所への助成は、㢠市㈝となって

いたが、┴の⿵助金がつき、国┴あわࡏて 1

⛬度の⿵助金が出るようになり、2014 年

度からは国ᗜ支出金が大幅に増え事業㈝の

27㸣になっている。 

 事業ูの㈈※内ヂのุ明している 2007 年

度ண⟬௨㝆について、幼稚園預かり保育を㝖

く保育所㐠Ⴀ㈝の推⛣をぢたのがᅗ⾲ 17�1

であり、構成ẚのືきをぢたのがᅗ⾲ 17�2

である。 

保育所㐠Ⴀ㈝は、2007 年の 525.6 ൨から

2014 年度には 388.9 ൨増加して 906.4 ൨

となっている。その୰でも、増加の合が大

きいのは国┴負担金で、2007 年から 2014 年

までに 94 ൨増え 165.6 ൨と 2.3 ಸになっ

ている。特に、それまではẖ年 10㹼19 ൨

の増加であったものが、2013 年度から 2014

年度への増加㢠が 27 ൨となり、特にఙࡧ

が大きい。これは 2014 年度からᾘ㈝増⛯ศ

の୰から子ども子育て㈈※が増えたことのᙳ

㡪とぢられる。 

 一⯡㈈※も 2007 年の 276.4 ൨から、

2004 年度には 502.4 ൨に 226 ൨の増加で

1.8 ಸとなっている。保育ᩱなど特定㈈※は

177.5 ൨から 238.4 ൨に 60.9 ൨増加し

ているが、ఙࡧは 1.3 ಸであり、保育ᩱの改

定にあたって保護者の負担の㍍ῶがᅗられて

いることがศかる。 

ճ保育ᡤᩚഛ㈝と㈈※ෆヂの᥎⛣ 

 保育所整備㈝の 2000 年௨㝆 2014 年度まで

のືきと、待機児童ᩘのኚ化をぢたのがᅗ⾲

18 である。᪤に➨ 1 ❶でぢたとおり、2003

年に機構改革が行われ「子育て推進事業本

部」がつくられ、少子化対策として保育所の

待機児童をῶらす✚ᴟ的な施策ᒎ㛤が行われ

た。2003 年度は๓年より⣙ 20 ൨、2005 年

度は๓年より 8.6 ൨と 2003 年から 2005 年

にかけて保育所整備㈝が大きくఙࡧたが、そ

れにしたがって待機児童ᩘも大きくῶ少し、

2006 年 4 月には 353 ேにまでῶ少した。 

 その後 2006 年には๓年より⣙ 30 ൨、

2007 年には 10 ൨と保育所整備㈝がῶ少し

ていき、待機児童は大きく増加をぢࡏてい

た。2010 年から待機児童ゼࣟに向けた本格

的な取り⤌みがなされ、保育所整備㈝は

2011 年には๓年より⣙ 30 ൨増加の 56.9 ൨

に大きくఙ2012、ࡧ 年は 73.9 ൨とこれ

まで最高のண⟬が⤌まれた。この結果、保育

所ᩘと定ဨは 2010 年の 436 所・3࢝  8�295 

ேから 2013 年には 580 所・4࢝  8�916 ேと

144 所・1࢝  621 ே増加して、待機児童ゼ

ࣟへ大きなຠ果をもたらࡏた。 

 2013 年度の保育所整備㈝がῶ少している

が、これまで市᭷ᆅの㈚しけでẸ㛫保育所

の建設が進められてきたが、新たな市᭷ᆅを

ぢつけることᅔ㞴になり 2012 年度の 11 所࢝

から 1 所にまでῶ少したことによるものが࢝

大きい。 

 2014 年度のண⟬はࡧ増加しているが、

新設の保育所に対する内⿵助が๓年の 8 ࢝

所から 27 たこと、認定こࡧ所に大きくఙ࢝

ども園の新設が๓年の 1 所から࢝ 7 所に増࢝

加したことによるものである。 

 次に、保育所整備㈝の㈈※内ヂについて、 
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㈈※ูண⟬㢠の推⛣をぢたのがᅗ⾲ 19�1 で

あり、㈈※ูの構成ẚをぢたのがᅗ⾲ 19�2

である。 

 2011 年度にはண⟬㢠が๓年のಸになってお

り、2012 年度も大きくఙࡧているが、特に

国┴支出金の㢠と合のఙࡧが大きくなって

おり、市മのⓎ行も 14.6 ൨、19.2 ൨と大幅

に増えている。2014 年度ではண⟬㢠は大き

くఙࡧているが、市മの合が 2012 年度よ

りῶり、一⯡㈈※が大きく増加しているのが

ศかる。国の 2010 年の新待機児童ゼࣟ作ᡓ

や、2013 年の待機児童ゎᾘ加㏿化プランの

ຠ果もあり、横浜市の✚ᴟ的政策ᒎ㛤の成果

ともいえよう。 
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★参考★　　　　　　　　　　　　《児童福祉法　保育所関連条文の変化》
1997(H9) 年改正以前の条文
　第 24条　市町村は、政令の定める基準に従い条例に定めるところにより、保護者の労働又は疾病等の事
由により、その監護すべき乳児、幼児又は第 39条第 2項に規定する児童の保育に欠けるところがあると
認めるときは、それらの児童を保育所に入所させて保育する措置を採らなければならない。ただし、付近
に保育所がない等やむを得ない事由があるときは、その他の適切な保護を加えなければならない。

1997(H9) 年改正以後の条文
　第 24条　市町村は、保護者の労働又は疾病その他の政令で定める基準に従い条例で定める事由により、
その監護すべき乳児、幼児又は第 39条第 2項に規定する児童の保育に欠けるところがある場合において、
保護者から申込みがあつたときは、それらの児童を保育所において保育しなければならない。ただし、保
育に対する需要の増大、児童の数の減少等やむを得ない事由があるときは、家庭的保育事業による保育を
行うことその他の適切な保護をしなければならない。

2012（H24）年改正・2015 年施行の条文
　第 24条　市町村は、この法律及び子ども・子育て支援法の定めるところにより、保護者の労働又は疾病
その他の事由により、その監護すべき乳児、幼児その他の児童について保育を必要とする場合において、
次項に定めるところによるほか、当該児童を保育所（認定こども園法第 3条第 1項の認定を受けたもの及
び同条第 9項の規定による公示がされたものを除く。）において保育しなければならない。
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㸲．子ࡶ子育࡚᪂ไᗘと横浜市のㄢ㢟 

 

（１）子ࡶ子育࡚᪂ไᗘのෆᐜ 

 ��1� 年 � 月に成❧した子ども子育て関係

の㸱法は、次の法ᚊからなっている。 
 これまで幼稚園と保育所でูࠎになってい

る利用ᡭ⥆きやබ㈝負担の⤌みを一本化し

た「子ども・子育て支援法」、幼保㐃ᦠᆺ認

定こども園について幼稚園と保育所でูࠎに

なっていた認可・ᣦᑟ┘╩を一本化した「認

定こども園法（正式には「ᑵᏛ๓の子どもに

関する教育、保育等の⥲合的なᥦ౪の推進に

関する法ᚊ」）の一部改正」、これら㸰法の

改正にకい児童福祉法・教育⫋ဨචチ法など

関㐃する �� の法ᚊを改正する「関㐃法ᚊの

整備法」である。この㸱法は ��1� 年 � 月 1
᪥に施行されることになっている（ �� 㡫）。 
 この新制度は、1��� 年に「措置から契⣙

に」ኚわった児童福祉法の改正௨᮶最も大き

な改正であり、保育についてはᢤ本的な改正

ともᛮわれる。保育所はこれまで「保育にḞ

ける」児童の施設という置づけから、「保

育をᚲせとする」児童とされ、市⏫ᮧがその

児童を「保育所において保育しなければなら

ない」とされたことが象ᚩ的である。 
ձ新制度の特ᚩと従᮶の制度との㐪い 
 この新制度と⌧行制度との㐪いはつࡂの㸱

Ⅼであるとされている。 
 D�幼児期のᏛᰯ教育・保育のᥦ౪を「ಶே

への⤥」にኚ᭦したこと 
 � 歳௨ୖのすべての子どもへのᏛᰯ教育

と、保育のᚲせᛶがある子どもへの保育を、

ಶேのᶒ利として保㞀するほⅬから、「⤥

制度」がᑟ入されたこと。そしてこの⤥制

度は、認定こども園・幼稚園・保育所・ᑠつ

ᶍ保育などを通じてබ㈝による⤥制度がᑟ

入されることによって、どの施設を利用した

ሙ合でも、共通の⤌みでබ㈝対象となるこ

ととされた（� 㡫ᅗ⾲ � ཧ↷）。さらに、保

護者に対するಶே⤥を基♏としながらも、

確実に教育・保育にせする㈝用にてられる

ために、施設・事業者が௦⌮して⤥をཷ㡿

する「法定௦⌮ཷ㡿」の⤌みとなったので

ある。 
 E�市⏫ᮧを制度の実施体として置け

たこと 
 これまでは「幼稚園の所⟶は┴」「保育所

の所⟶は市」とศかれていた制度の実施体

を、市⏫ᮧに一本化したこと。そして、これ

までは待機児童が �� ே௨ୖの市⏫ᮧに⩏ົ

づけられていた保育計画をすべての市⏫ᮧに

⩏ົづけた。これにより市⏫ᮧは、５年を一

期とする「子ども・子育て支援事業計画」を

策定し、計画的に幼児期のᏛᰯ教育・保育、

ᆅᇦの子ども・子育て支援をᥦ౪する㈐ົを

負うことになった。また、市⏫ᮧは、利用者

がᚲせなࢧーࢫࣅをཷけられるよう、きめ⣽

かく利用支援を行うこととされた。 
 F�子ども・子育て支援の㔞・㉁の実 
 ��1� 年 � 月のᾘ㈝⛯率ᘬୖࡆによる㈈※

をά用して、子ども・子育て支援の㔞・㉁の

実がᅗられることになった。㔞のᣑとし

ては、市⏫ᮧによる計画的な保育施設などの

整備、ᑠつᶍ保育などを新たにබ㈝対象とし

て㏣加して、多様な保育の実などがᅗられ

ることになった。さらに、㉁の改ၿとして

は、⫋ဨ㓄置やฎ㐝の改ၿなどがᅗられるこ

ととされている。 
ղ新制度の利用方法 
  そのୖで、新制度の利用者は、教育・保育

⤥をཷけるためには、子どもの年㱋や保育

のᚲせᛶに応じて支⤥対象者である᪨の「認

定」をཷけることがᚲせとなった。これは、

保育をᚲせとしない㸱歳௨ୖ児（ᑠᏛᰯᑵᏛ

๓まで）は「㸯ྕ認定」（教育のみ）、保育

をᚲせとする㸱歳௨ୖ児は「㸰ྕ認定」、保
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育をᚲせとする㸱歳未満児は「㸱ྕ認定」を

それࡒれཷけることになる。 
 認定に応じて、利用できる施設や事業が㐪

ってくるが、それはᅗ⾲ �� のような認定༊

ศと利用༊ศの通りとなっている。 
 㸰㸪㸱ྕの認定については、さらに保育を

ᚲせとする時㛫に応じて「保育標準時㛫（利

用）」と「保育▷時㛫（利用）」とにศけら

れ、その設定時㛫は国の検討を経て横浜市が

決めることになる。 
  利用ᡭ⥆きは、利用者が施設と利用契⣙を

行うことが基本となるが、Ẹ㛫保育所のሙ合

は、利用者と横浜市との契⣙となる。利用者

は、横浜市によるཷ⤥㈨格や保育のᚲせᛶの

認定をཷけることや、施設の定ဨなどによる

利用ㄪ整をཷけるものの、多様なニーズに応

じたࢧーࢫࣅを選択することができるように

なる。施設ഃは、正当な⌮⏤があるሙ合を㝖

き、応ㅙの⩏ົを負うことになった。 

 ௨ୖの認定作業などは、保育ࢧーࢫࣅを⤥

するにあたっての法的な⌮ᛕのၥ㢟が大き

い。したがって、利用者にとって教育・保育

のᚲせᛶに応じた「支⤥認定」をうけること

になるが、認可保育所への入所などのᡭ⥆き

はこれまでと同様であり、特ẁ新たなᡭ⥆き

をồめるものではない。 
ճ事業者の認可と確認 
 一方、事業者についてみると、新制度の⤥

対象施設・事業者になるためには、その施

設が目的に合⮴した基準を満たしている᪨の

「認可」と、支⤥対象施設・事業者である᪨

の「確認」をཷけるᚲせがある。認可は、幼

稚園と認定こども園の幼稚園ᆺ・保育所ᆺ・

ᆅᇦ㔞ᆺの幼稚園部ศだけは⚄ዉᕝ┴でཷ

け、の施設・事業の認可とすべての確認は

横浜市が行うことになっていた。しかし、横

浜市と⚄ዉᕝ┴との༠議の結果、幼保㐃ᦠᆺ

௨外の認定事ົについても、事ົฎ⌮の特

図表䠎䠌

認定区ศの㢮型

保育ᶆ‽㛫（⏝）

保育▷㛫（⏝）

保育ᶆ‽㛫（⏝）  １ྕ認定

保育▷㛫（⏝） （教育の䜏）

認定区ศによる施設・事業の⏝区ศ

ྛ認定区ศに応䛨て、䕿༳の䛴いた施設・事業を⏝することが可⬟。

１ྕ認定  䠎ྕ認定 䠏ྕ認定

䕿䈜１ 䕿 䕿䈜䠎

䕿 䈜䠏 䇷

䈜䠏 䕿 䕿

䈜䠏 䈜䠏 䕿

䈜䠏 䈜䠏 䕿

䈜䠏 䈜䠏 䕿

䈜䠏 䈜䠏 䕿

䈜１ 䠖 幼保連ᦠ型䛿定ဨ設定しないことも可、

䈜䠎 䠖 定ဨ設定しないことも可、

䈜䠏 䠖 ≉⤥による⏝䛒り

⤥対㇟施設・事業 

䠏ṓᮍ‶児 䠏ྕ認定 䇷

3 ṓ௨上児
䠎ྕ認定 教育ᶆ‽㛫（⏝）

（ᑠ学校就学前ま䛷）

ㄆᐃの༊ศとタ➼⏝༊ศ

幼稚園 

保育所

ᆅᇦ型

ᑠつᶍ保育 

家庭的保育

ᒃᏯゼၥ型保育 

事業所ෆ保育

施設型

認定こども園

保育をᚲせとする  保育をᚲせとしない
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として横浜市に⛣ㆡされることで合意された

ので、認定こども園についてはすべて横浜市

が認可と確認を行うことになる。 
 ᪤Ꮡの施設・事業所については、市と事業

者とで᭩㢮のやりとりを行って「認可を行っ

たとみなす」とされており、改めてのᡭ⥆き

はᚲせとしないことになる。ただし、横浜市

独自のせ⥘で行ってきた横浜保育室、ᐙᗞ的

保育、幼稚園の預かり保育については、新し

い制度への⛣行がồめられることになる。 
 えば、幼稚園において教育と保育をあわ

、て行うሙ合は、幼保㐃ᦠᆺ認定こども園ࡏ

幼稚園ᆺ認定こども園、または「施設⤥」

をཷける幼稚園に⛣行するᚲせがでてくる。

それには、設備や㐠Ⴀの基準を満たしたୖ

で、බ㈝の⤥対象施設である᪨の「確認」

をཷけるᚲせがある。ただし、⌧にᏑᅾする

幼稚園については「確認があったものとみな

す」こととされ、᭩㢮の換をすることとな

っている。 
一方、施設⤥の対象となる教育・保育施

設として「確認」をཷけないとの⏦し出を行

うと、⌧行のままの幼稚園として⚾Ꮫ助成な

どが継⥆されることになる。 
 「確認」のための設備や㐠Ⴀの基準が明ら

かになっていないため、今後のືきをὀどす

るᚲせがあり、幼稚園預かり保育を行ってい

るとこࢁでは、横浜市としてᘬき⥆き利用で

きるよう検討するとしている。 
 さらに、横浜保育室については、定ဨ ��
ே௨ୖであれば認可保育所か認定こども園

へ、� ேから 1� ேまでであればᑠつᶍ保育

事業に⛣行することが⪃えられる。しかし、

設備や㐠Ⴀ基準など認可・確認の基準が明ら

かになっていないことと、ᑠつᶍ保育事業に

ついては新たな事業制度であり、⌧時Ⅼで

ಶࠎの横浜保育室がᑠつᶍ保育事業への⛣行

のぢ㎸みをุ᩿することは㞴しい≧ἣであ

り、今後のືきの୰でそれࡒれุ᩿していく

ことになる。 
 なお、横浜市では、新制度がはじまっても

横浜保育室として事業を㐠Ⴀする施設もある

が、その施設については従᮶通り利用できる

としている。 
 
（㸰）子ࡶ子育࡚㆟と 

子ࡶ子育࡚ᨭ事ᴗィ⏬ 

 横浜市では、子ども・子育て支援法に基づ

き、��1� 年 � 月に「横浜市子ども・子育て

会議設置᮲」を制定し、同年 � 月に➨ 1
ᅇ子ども・子育て会議（௨下、会議と␎称す

る）が㛤かれ、⌧ᅾまで「子ども・子育て支

援事業計画」の策定作業が⥆いている。 
 会議は � 名のබເጤဨをྵめてྛ⏺の௦

⾲者やᏛ㆑経㦂者など �� 名で構成されてお

り、体会議のに、子育て部会、保育・教

育部会、ᨺㄢ後部会の㸱部会が設置され、部

会を୰ᚰにᑂ議が⥆いている。 
子育て部会はጤဨの 1� 名୰ᚰにᏛ㆑者の

⮫時ጤဨを � 名㏣加し、利用者支援やᆅᇦ

子育て支援ᣐⅬ事業などのᆅᇦ支援体制を議

ㄽしている。保育・教育部会には、ጤဨ �
名のに⮫時ጤဨ � 名が入り、市の児童福

祉ᑂ議会保育部会と同じ࣓ンࣂー構成とな

り、保育所・幼稚園を୰ᚰとした施設ᆺ⤥

やᆅᇦᆺ保育⤥などを議ㄽしている。ᨺㄢ

後部会は、ጤဨ � 名と⮫時ጤဨ � 名が入

り、ここでもᨺㄢ後子どもプラン推進ጤဨ会

と同じጤဨ構成となっており、ᨺㄢ後Ꮫ童ク

ラࣈや利用者支援などの議ㄽを行っている。 
 事ົᒁは子ども㟷少年ᒁのྛㄢが入り、ᗇ

内のྛㄢから部会にあわࡏたかたちのプࣟࢪ

として「事業計画」「保育・幼稚園対ࢺク࢙

策」「ᨺㄢ後児童対策」の � つの࣡ー࢟ン

ループが作られ、計画のཎづくりを行ࢢࢢ

っている。年 � 月から � 月にかけて、計

画策定に向けて利用者ニーズᢕᥱのため、未

ᑵᏛ児童の保育等をᣢつᐙᗞとᑠᏛ生のᨺㄢ
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後についての対象ୡᖏからそれࡒれニーズㄪ

ᰝを行い、ᚲせなࢧーࢫࣅ㔞を⟬出する基♏

㈨ᩱとしている。そのୖでᆅᇦ子ども・子育

て支援事業のぢ㎸み㔞を⟬出して、計画の目

標値の設定をすすめている。 
 ��1� 年度は体会議㸱ᅇ、子育て部会と

保育・教育部会が � ᅇ、ᨺㄢ後部会が � ᅇ

㛤かれ、��1� 年度に入って保育・教育部会

が � ᅇ、ᨺㄢ後部会が � ᅇ㛤かれている

（��1� 年 � 月 � ᪥⌧ᅾ）。 
 � 月の体会議で子ども・子育て支援事業

計画の⣲が出された。それによると、計画

の目ᣦすべきጼと⌮ᛕ・基本的などⅬが♧さ

れ、施策体⣔と事業の取り⤌みとして「子ど

も・㟷少年への支援」「子育てᐙᗞへの支援」

「社会体での支援」の㸱つの施策ศ㔝と、

この施策ศ㔝ࡈとに � つの基本施策が❧て

られている。そして、支援計画とともに、新

制度の認可基準についての検討が進められ、

᮲化に向けた作業を部会で行い、体会議

で認可・確認、支⤥認定基準などをまとめて

いくこととしている。 
 このように部会でのᑂ議を経て、この⣲

をもとにしてྛ༊ᙺ所ࡈとに � 月から � 月

にかけて「子ども・子育て支援事業計画」の

策定に向けて「市Ẹ意ぢ換会」が㛤ദされ

ることになっている。さらに 11 月㡭に「新

制度࢛ࣇーラ࣒」なども㛤ദしたり、ࣜࣈࣃ

ック࣓ࢥンࢺなどで市Ẹの意ぢを⪺きなが

ら、��1� 年 � 月までに計画策定を終えるこ

ととしている。 
 
（㸱）横浜市のㄢ㢟 

 これまで横浜市における保育政策のὶれ、

保育施策と待機児童ᩘのືき、保育所関係ண

⟬の内容とその推⛣、子ども子育て支援新制

度への取り⤌みなどをぢてきた。㸱年㛫で

1���� ேあった待機児童をゼࣟにするという

ᛌᣲを成し㐙ࡆ、㸰年㐃⥆ゼࣟは達成できな

かったもののわࡎか �� ேにとどめた成果は

ホ౯されるべきものである。 
 しかし増加がⴭしい認可保育所への希望者

について⪃えると、ㄢ㢟はまだゎ決されてい

ないことを♧しているようだ。子ども・子育

て支援新制度がⓎ㊊する ��1� 年 � 月を目๓

にして、新制度௨㝆への「支援計画」づくり

にᛁẅされており、な新制度への⛣行に

ついてのㄢ㢟も多い。 
 ᅗ⾲ �1 は、保育所の利用率（ᑵᏛ๓児童

⥲ᩘに対する認可保育所利用者ᩘ・入所者の

合）と、定ဨ率（ᑵᏛ๓児童⥲ᩘに対する

認可保育所定ဨの合）を、���� 年௨㝆の

国のᩘ値と横浜市のᩘ値をࢢラࣇ化したも

のである�ὀ ��。国も横浜もこの㛫にいࡎ

れも大きく増加しているが、国でぢると定

ဨの方がᖖに㸯㹼㸰࣏ンୖࢺᅇっており、

大㒔市を୰ᚰに待機児童ᩘがῶっていないに

もかかわらࡎ、のᆅᇦでは定ᩘれのᆅᇦ

が多いことをఛわࡏている。 
横浜市では、定ဨ率でみると ���� 年の

11��㸣から ��1� 年には ����㸣まで㸰ಸ௨ୖ

の増加となっており、利用率でもࡰ同様な

ഴ向である。大幅な定ဨと利用者の増加に応

えるために保育所整備を✚ᴟ的に行ってきた

ことから、国と横浜市とのẚ㍑では、定ဨ

率で ���� 年には国より 1��� もࢺン࣏

低かったものが、���� 年には 1�㸬� ン࣏

のᕪにまで⦰ᑠし定ဨ増加の成果が出てきࢺ

ていることがศかる。 
 また、ᅗ⾲ �� は、ᣦ定㒔市 �� 市の定ဨ

率と待機児童ᩘをẚ㍑したものである �ὀ
��。 
 これによると、定ဨ率の最も高い新₲市で

は待機児童はゼࣟで、� ␒目のி㒔市も同様

である。定ဨ率と待機児童ᩘは㏫相関関係に

なるものとணしていたが、ᚲࡎしもそうは

ならࡎ、福ᒸ市では定ဨ率は ����㸣と高い

ものの待機児童ᩘは ��� ேとなっている。 
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名ྂᒇ市、ᮐᖠ市などᆅ方ᅪの୰᰾となる大

㒔市で待機児童が多くなっているといえよう

か。また、定ဨ率で最も低くなっている、さ

いたま市では、待機児童が 1�� ேにとどま

っている。 
 横浜市は、この年に定ဨ率推計 ����㸣
（実㝿の定ဨ率は ����㸣）であったが、待

機児童は 1�� ேとなり、⩣年の待機児童ゼ

ࣟにつながっている。しかし、定ဨ率は、

国水準よりも低くなっているのはすでにぢた

とおりであり、ᣦ定㒔市の୰でも 1� ␒目と

いう低い水準であることは事実である。これ

からも、定ဨ率をさらに高めていくことがồ

められているといえる。 
 また、子ども子育て支援新制度のⓎ㊊に向

けて、子ども子育て支援法にもとづく施設ᆺ

⤥をいかにᣑするかがၥわれている。今

ᅇの制度改正によって、保育の㔞とともに、

保育の㉁の向ୖを目ᣦすこととされているこ

とから、㔞と㉁をあわࡏてồめられているも

のといえよう。 
 ᮶年度には、幼稚園、認定こども園、認可

保育所の「施設⤥」、ᑠつᶍ保育やᐙᗞ的

保育などの「ᆅᇦ保育⤥事業」が新しい制

度としてⓎ㊊することから、⌧ᅾ行っている

横浜市独自のせ⥘に基づく横浜保育室や幼稚

園預かり保育などがどうなっていくのかがま

しも明確になࡎὀ目される。国の基準がᚲࡎ

っていない⌧時Ⅼで、その行くᮎをぢᴟめる

ことはきわめてᅔ㞴である。 
しかし、子ども・子育て支援事業は自治体

の基♏的な自治事ົであることから、国基準

にとらわれることなく、横浜の次ୡ௦をにな

う子どもたちにより✚ᴟ的な施策ᒎ㛤が待た

れている。 
 子ども子育て支援事業計画が実行あるもの

として策定されたあと、この計画に基づいた

事業ᇳ行に大きなண⟬のᢞ入がணされてい

る。この✏で横浜市の㐣ཤのண⟬ศᯒを行っ

てみたが、今後はண⟬の金㢠や事業内容につ

いても、当↛のこととしてண⟬のḰ項目や事

業内容のኚ化も定されることから、ᘬき⥆

きືきをὀどしていきたい。 
  新制度への⛣行にకうさまࡊまなㄢ㢟につ

いてᣦしてきたが、これらのື向について

の検討は、後᪥を期したい。 
 
ὀ 1�「子育て支援事業本部の㌶㊧」ࠗㄪᰝ

Ꮨሗ࠘YRO�1��・������ 3��� 
ὀ ��  ⥲ົ省⤫計ᒁ「⤫計ࣆࢺックࢫ

1R��� ᡃが国の子どものᩘ㹼こどもの᪥にち

なࢇで」��1����� 
ὀ ��厚生労働省のⓎ⾲したẖ年 � 月 1 ᪥の

待機児童ᩘ等のᩘ値と、ୖグの⥲ົ省⤫計ᒁ

⤫計ᒁのẖ年 � 月Ⓨ⾲の「子どものᩘ」の

推計により⟬出した。 
ὀ �� 定ဨは ��1� 年 � 月 1 ᪥⌧ᅾで大㒔市

ẚ㍑⤫計年ሗよりᘬ用し、待機児童ᩘは同時

期の待機児童ᩘ（厚労省Ⓨ⾲）とᑵᏛ๓児童

ᩘは ��1� 年 1� 月の国ໃㄪᰝの � 歳༊ศே

ཱྀから �㹼� 歳児に �㹼� 歳児の � ศの 1 を

加えたものとして推計した。したがってあく

まで同じ基準による推計で、実㝿のᩘ値とは

多少㐪いが生じることがある。 
  
ཧ⪃文⊩ 
ᖹ成ۑ �� 年度「少子化の≧ἣཬࡧ少子化へ

の対ฎ施策のᴫἣ（少子化社会対策ⓑ᭩）」

内閣ᗓ 
横浜市政策ᒁ「特㞟・横浜の子育て支援」ۑ

政策ㄢࠗㄪᰝᏘሗ࠘YRO�1�����1��� 
横浜市政策ᒁ政策「特㞟㸭政策༑年ྐ」ۑ

ㄢࠗㄪᰝᏘሗ࠘9RO�1�����1��11 
����、横浜市「ண⟬に関するㄝ明᭩」ۑ 年

㹼��1� 年度 
横浜市こども㟷少年ᒁ「事業計画᭩」ۑ

��1� 年度���1� 年度 
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2014年 3月 19日神奈川県地方自治研究センター第 8回総会記念講演として、前衆議院議員・
元ニセコ町長の逢坂誠二氏に「地域の元気、それが日本の元気」をテーマに講演いただいた。以

下、当日の講演内容を簡潔に報告する。 
 

冒頭、安倍政権が取り組む道徳教育に関

連して、ある一定の価値観にはめ込むよう

に教えつけるというのは、全体主義につな

がって行く可能性があるとの指摘があった。

これに対し、民主党政権が提唱した「新し

い公共」の考え方では、そういう価値の押

し付けではなく、みんながいろんなところ

で自分の居場所と出番をつくることができ、

多様な受け皿がたくさんあって行ったり来

たりできる、その多様な受け皿同士も緩や

かに連携し合えることを頭に置きながら、

推進してきたという説明がなされた。 
 

 
また、安倍政権では経済を良くすること

が第一優先課題となっている点に言及し、

アベノミクスの金融緩和と大規模な財政出

動により、現場では人件費や資材が上がる

等で入札が不調になるケースも出ており、

悪い影響も受けていることから、株価が上

がり、円が下がるという面で経済の調子が

良くなるのは重要だが、それだけが国民が

幸せになる十分条件ではないことを問題提

起した。経営者は国民全体の富のバランス

を考えて企業活動を行うわけでないので、

経済の諸活動によって地域間格差が生まれ

る。そうした社会の歪みを修正するため、

マーケットの原理とは別に、強制力をもっ

て富の再配分を考えることこそ、権力を持

った政治家がやらなくてはいけないという、

強いメッセージが発信された。 
 

 
最後に、それぞれの地域が元気になって

いくには、地域の中で頑張っていける人を

育てる必要があり、また、やさしさと強さ

を備えた「しなやかな」地域をつくること

が求められる。その基盤となるような、地

場の資源を使って、地域でお金が回る仕組

みをつくるには手間がかかるので、そこで

は自治体の役割が重要であるとして、講演

が締めくくられた。 
 

 
 

第8回定時総会記念講演報告　41
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地方自治法の一部を改正する法律（2014 年改正法）が成立  
－第 31 次地方制度調査会も調査審議を開始－  
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横浜市会が議会基本条例を制定、4月 1日から施行 
－相模原市議会も条例案を公表、市民意見を募り提案へ－ 
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自治研かながわ月報第147号（2014年 6月号，通算211号）

 編集後記

　元岩手県知事の増田氏を座長とする日本創成会議が、５月に公表した「消滅可能性都市」の推

計と人口減への対策を呼びかけた提言は、各所に波紋を投じている。人口の再生産力を示す指標

として20～30代の「若年人口女性」に着目し、その人口が2010年から2040年の間に半減する自治

体を「消滅可能性都市」と定義した提言は、人口減少問題を身近な論点に引き寄せた効果は確か

に大きい。

　同時に、人口減少に伴い労働力人口を確保するという観点から、女性就労の推進も積極的にう

たわれている。かつては、仕事か、子育てかという二者択一の選択を迫られていた若年女性がこ

れからは、仕事も、子育てもという社会の期待を双肩に担う時代に突入しそうである。ただその

対策の例に、20歳代の結婚（有配偶率の向上）が目標値として掲げられているのは気にかかる。

個人の生き方にも関わるデリケートなテーマだけに、結婚や出産に関わる多様な「結果」も受け

入れる共生社会の観点が見失われないことを切に願う。　　　　　　　　　　　  （谷本有美子）

巻頭言
　まもなく今年度の最低賃金審議会が開催される時期を迎えた。最低賃金は、すべての

働く者の賃金の最低限を保障するセーフティネットとして、常用、臨時、パートタイ

マー、アルバイト、嘱託などの雇用形態や呼称にかかわらず、県内で働く者と使用者に

適用される。現時点の神奈川県最低賃金は、時給８６８円であるが、この水準は年収に

換算すると１７７万円程度であり、　いわゆる年収２００万円以下のワーキングプアに

該当することをご存じだろうか。

　時給を年収に換算する場合、色々な計算方法があるが、労働局が事例で示す場合にも

とづくと、時給×８時間（１日の労働時間）×２５５日（年間所定労働日数）となり、前述

の年収額となる。蛇足だが、神奈川県においては、実労働時間は１５５日であるなどを

理由に憲法・最低賃金法違反であるとの裁判が継続中である。

　では、ワーキングプアを解消する時給水準はいくらかというと、同じ計算方式で算出

すると時給１０００円で、やっと年収２０４万円になるのである。神奈川県の最低賃金

水準とワーキングプアとの関係性について、以外と理解・認識されている方は少ないの

ではないかと感じている。

　私は神奈川県最低賃金審議会委員として、昨年の最低賃金審議会で使用者側との審議

を経験したが、使用者側は支払い能力を理由に、最低賃金の引き上げに極めて慎重であ

る。中小企業の経営実態を背景としたものであるが、アルバイトの求人広告では時給１

０００円は標準になりつつあるし、東京では時給１２００円の水準も出てきている。顕

在化している人手不足を背景に、求人ベースの時給は上昇傾向が続くものと思われる。

　アルバイトの求人が１０００円で、その企業に勤めている社員の時給が最低賃金に張

付いているという現象に、「傷んだ雇用と労働条件」の一端を感じるのは私だけではないと

思う。

　いまやワーキングプアは１０００万人を超えている状況であり、最低賃金を１０００

円に引き上げて、早期にワーキングプアを解消する必要がある。

　雇用戦略対話（２０１０年６月３日）では、政労使合意事項として「２０２０年までに景

気状況に配慮しつつ、全国平均１０００円をめざす」としており、このことへの道筋づく

りが必要だ。

　２０１４春闘において、５月９日連合が発表した第 6 回回答集計状況については、す

でにご案内のとおりであると思うが、約３割の組合が交渉を継続している状況である。

最低賃金の取り組みで補完していくことにより、底上げ実現をサポートしていきたい。
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１. 誰でも会員になれます。

２.  申込書は自治研センター事務局にあり

ます。会費は個人会員月 1,000 円、賛助会

員月 700 円のどちらかを選び、１年分を

そえてお申しこみください。

３.  詳細は自治研センター事務局

☎ 045（251）9721へご連絡ください。

１.  自治研センターの「自治研かながわ月報」

が送られます。

２.  「月刊自治研」（自治労本部自治研推進委

員会発行・Ａ５版・80 ページ程度・定価

822 円）が毎月無料で購読できます。

３.  自治研センターの資料集が活用でき、

調査研究会などに参加できます。
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